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■１ 概要 

 ◇本ユニットは、ＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）を搭載した、トーンプロセッサユニットです。 

 ◇ＯＮ／ＯＦＦ信号やシリアルデータと、トーン信号を相互に変換します。 

 

■２ 特長 

 ◇電源電圧は、ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖの範囲で使用できます。 

 ◇設定の変更により、ＤＴＭＦエンコーダー／デコーダーやＦＳＫモデムとして使用できます。 

  （弊社で設定の変更を行なうときは、別途設定変更手数料が必要になります。） 

 

■３ 添付品 

 ＪＳＴ ＸＨＰ－８   （ＣＮ６用ハウジング） ×１ 

 ＪＳＴ ＸＨＰ－１０  （ＣＮ４用ハウジング） ×１ 

 ＪＳＴ ＢＸＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ （ＣＮ４・ＣＮ６用コンタクト） ×１８ 

 

■４ 仕様 

◇使用環境 

 動作温度範囲・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～６０℃（氷結および結露のないこと） 

 動作湿度範囲・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

 電源電圧範囲・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖ（最大ＤＣ３０Ｖ） 

 サージ電流耐量・・・・・・・・・・・・ ２Ａ（８／２０μｓ） 

 エネルギー耐量・・・・・・・・・・・・ ２０ｍＪ（２ｍｓ） 

 消費電流・・・・・・・・・・・・・・・ ９０ｍＡ以下（ＤＣ５Ｖ、無負荷）、４０ｍＡ以下（ＤＣ１２Ｖ、無負荷） 

◇ロジックインターフェース部（ＣＮ４の№２～９が制御入力、マトリックス入力、ＦＳＫモデムやシリアルインターフェース入出力の場合） 

 入力ローレベル電圧範囲・・・・・・・・ ０．０Ｖ～０．５Ｖ 

 入力ハイレベル電圧範囲・・・・・・・・ ３．２Ｖ～２４Ｖ 

 入力プル・アップ抵抗・・・・・・・・・ ３．３ＫΩ±５％ 

 出力ローレベル電圧・・・・・・・・・・ ０．５Ｖ以下（２ｍＡ負荷） 

 出力ハイレベル電圧・・・・・・・・・・ ２．４Ｖ以上（２００μＡ負荷） 

◇制御入力部（ＣＮ６の№１） 

 入力ローレベル電圧範囲・・・・・・・・ ０．０Ｖ～０．６Ｖ 

 入力ハイレベル電圧範囲・・・・・・・・ ２．７Ｖ～５．０Ｖ 

 入力プル・アップ抵抗・・・・・・・・・ １０ＫΩ±５％ 

◇ドライバー出力部（ＣＮ４の№２～９が制御出力の場合と、ＣＮ６の№３） 

 許容負荷電圧・・・・・・・・・・・・・ ２４Ｖ 

 許容ＯＮ電流・・・・・・・・・・・・・ １００ｍＡ 

 ＯＮ抵抗・・・・・・・・・・・・・・・ ４Ω以下 

◇信号インターフェース部 

 許容入力電圧・・・・・・・・・・・・・ ±７５Ｖ（差動電圧）、±１５０Ｖ（同相電圧） 

 入力検出電圧範囲・・・・・・・・・・・ ６ｍＶｒｍｓ～７７５ｍＶｒｍｓ、－４２ｄＢｍ～０ｄＢｍ（６００Ω換算） 

 入力インピーダンス・・・・・・・・・・ １ＭΩ以上 

 許容出力バイアス電圧・・・・・・・・・ ０Ｖ～５Ｖ 

 最大出力電圧・・・・・・・・・・・・・ １Ｖｒｍｓ、－３ｄＢｍ（６００Ω換算） 

 出力インピーダンス・・・・・・・・・・ ６５Ω以下（３００Ｈｚ以上） 

◇その他 

 外形寸法・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ２８ｍｍ×Ｄ５０ｍｍ×Ｈ１０ｍｍ（コネクタ挿入時は、Ｈ１４ｍｍ） 
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図４－１ 基板寸法図       図４－２ コネクタ（ＣＮ）・ディップスイッチ（Ｓ）配置図 
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     図４－３ ブロック図 
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     図４－４ 入出力等価回路 
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■５ コネクタの用途 

 本ユニットには、電源入力及び制御入出力用コネクタ（ＣＮ４）と、信号入出力用コネクタ（ＣＮ６）があります。 

ＣＮ４は、ディップスイッチの選択やコマンド入力で、３種類の用途に変更できます。 

※ファームウェア書き込み用コネクタ（ＣＮ５）は、使用しないで下さい。 

 

表５－１ ＣＮ４ 制御入出力 １０ピンコネクタ 

№ 信 号 名 備    考 

１ 電源入力 直流電源（５Ｖ～２４Ｖ）を入力します。 

２ 制御入出力１（ローグループ） グループ別に、制御入力と制御出力を選択できます。 

３ 制御入出力２（ローグループ）            〃 

４ 制御入出力３（ローグループ）            〃 

５ 制御入出力４（ローグループ）            〃 

６ 制御入出力５（ハイグループ）            〃 

７ 制御入出力６（ハイグループ）            〃 

８ 制御入出力７（ハイグループ）            〃 

９ 制御入出力８（ハイグループ）            〃 

１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 

 

表５－２ ＣＮ４ マトリックス入力 １０ピンコネクタ 

№ 信 号 名 備    考 

１ 電源入力 直流電源（５Ｖ～２４Ｖ）を入力します。 

２ スキャン入力１ ＣＯＬ３｛Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ｝ 

３ スキャン入力２ ＣＯＬ２｛３、６、９、＃｝ 

４ スキャン入力３ ＣＯＬ１｛２、５、８、０｝ 

５ スキャン入力４ ＣＯＬ０｛１、４、７、＊｝ 

６ スキャン入出力５ ＲＯＷ３｛＊、０、＃、Ｄ｝ 

７ スキャン入出力６ ＲＯＷ２｛７、８、９、Ｃ｝ 

８ スキャン入出力７ ＲＯＷ１｛４、５、６、Ｂ｝ 

９ スキャン入出力８ ＲＯＷ０｛１、２、３、Ａ｝ 

１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 

 

表５－３ ＣＮ４ ＦＳＫモデム入出力／シリアルインターフェース入出力 １０ピンコネクタ 

№ 信 号 名 備    考 

１ 電源入力 直流電源（５Ｖ～２４Ｖ）を入力します。 

２ ＲｘＤ（受信データ出力） ワンチップマイコン等やオプション（ＲＳ－２３２Ｃ９Ｐ）を使用し、一般的なパソコンに接続します。 

３ ＣＴＳ（送信許可出力）                       〃 

４ ＤＳＲ（送信データあり出力）                       〃 

５ ＤＣＤ（キャリア検出出力）                       〃 

６ ＲＩ（被呼検出出力）                       〃 

７ ＴｘＤ（送信データ入力）                       〃 

８ ＲＴＳ（送信要求入力）                       〃 

９ ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）                       〃 

１０ ＧＮＤ 直流電源及び信号コモン（０Ｖ）を接続します。 

 

 

表５－４ ＣＮ６ 信号インターフェース ８ピンコネクタ 

№ 信 号 名 備    考 

１ ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力） ＡＧＮＤ（０Ｖ）レベルの間は、信号出力を遅延します。 

２ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通して、ＧＮＤに接続してあります。 

３ ＰＴＴ（信号出力中出力） 信号出力中ＯＮ（０Ｖ）になり、それ以外はＯＦＦ（オープン）になります。 

４ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通して、ＧＮＤに接続してあります。 

５ ＡＯＵＴ（トーン信号出力）  

６ ＡＧＮＤ ＥＭＩ除去フィルターを通して、ＧＮＤに接続してあります。 

７ ＡＩＮ＋（トーン信号＋入力） 差動アンプ（＋）になっています。 

８ ＡＩＮ－（トーン信号－入力） 差動アンプ（－）になっています。必要ないときは、ＡＧＮＤに接続して下さい。 
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■６ 設定について 

本ユニットには、ディップスイッチに依存しない共通の設定と、ディップスイッチの状態に応じて切り替え可能な設定があります。 

ディップスイッチをシリアルインターフェースモードにすると、ＡＴコマンドを使用して、設定の参照変更が可能になります。 

また、ディップスイッチをプログラムモードにすると、ＤＴＭＦ信号やマトリックスキーボード（ＫＢ－９６Ｖ）で、設定の変更が可能になります。 

ディップスイッチの状態に応じて切り替え可能な設定を行なうときは、 

予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドまたは「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

表６－１ ディップスイッチに依存しない共通の設定 

用途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド デフォルト 

コマンドのエコーを制御 ＡＴＥｓ  １ 

「ＡＴＤ」コマンドで、トーン信号を発生するモードを選択 ＡＴＰ   

エスケープ・キヤラクタを指定 ＡＴＳ２＝ｂｂｂ ＃０００２ｂｂｂ＊ ４３ 

キヤリッジ・リターン・キャラクタを指定 ＡＴＳ３＝ｂｂｂ ＃０００３ｂｂｂ＊ １３ 

ラインフィード・キャラクタを指定 ＡＴＳ４＝ｂｂｂ ＃０００４ｂｂｂ＊ １０ 

バックスペース・キャラクタを指定 ＡＴＳ５＝ｂｂｂ ＃０００５ｂｂｂ＊ ８ 

キャリア検出応答時間を指定 ＡＴＳ９＝ｂｂｂ ＃０００９ｂｂｂ＊ ０ 

キャリア紛失による不接続時間を指定 ＡＴＳ１０＝ｂｂｂ ＃００１０ｂｂｂ＊ ０ 

エスケープ・コード・ガード時間を指定 ＡＴＳ１２＝ｂｂｂ ＃００１２ｂｂｂ＊ １０ 

ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）に対する遅延時間を指定 ＡＴＳ２５＝ｂｂｂ ＃００２５ｂｂｂ＊ ５ 

非活動切断タイマ設定時間を指定 ＡＴＳ３０＝ｂｂｂ ＃００３０ｂｂｂ＊ １５ 

ＦＳＫ通信パラメータを指定 ＡＴＳ３８＝ｂｂｂ ＃００３８ｂｂｂ＊ ２ 

ＦＳＫ通信速度を指定 ＡＴＳ３９＝ｂｂｂ ＃００３９ｂｂｂ＊ ６８ 

シリアルインターフェース通信パラメータを指定 ＡＴＳ４０＝ｂｂｂ ＃００４０ｂｂｂ＊ ４８ 

シリアルインターフェース通信速度を指定 ＡＴＳ４１＝ｂｂｂ ＃００４１ｂｂｂ＊ １２８ 

「ＡＴＤ」コマンドで、ＤＴＭＦ信号を発生するモードを選択 ＡＴＴ  ○ 

ＤＣＤ（キャリア検出出力）の制御方法を選択 ＡＴ＆Ｃｓ  １ 

ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）の制御方法を選択 ＡＴ＆Ｄｓ  １ 

フロー制御の方法を選択 ＡＴ＆Ｋｔ  ３ 

ＤＳＲ（送信データあり出力）の制御方法を選択 ＡＴ＆Ｓｓ  １ 

トーン／ＤＴＭＦメモリーの変更 ＡＴ＆Ｚｍｍ＝ｎｎ・・・ｎ ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ  

時間メモリーの登録 ＡＴ！Ｅｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４１ｄｄｕｕｕｕｕ＊  

周波数メモリーの登録 ＡＴ！Ｆｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４２ｄｄｕｕｕｕｕ＊  

制御入力状態変化応答時間の登録 ＡＴ！Ｉｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４６ｄｄｕｕｕｕｕ＊  

個別発生音量メモリーの登録 ＡＴ！Ｌｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４３ｄｄｈｈ＊  

制御時間メモリーの登録 ＡＴ！Ｏｈｈ＝ｕｕｕｕｕ ＃４７ｄｄｕｕｕｕｕ＊  

制御入力極性の登録 ＡＴ！Ｐ０＝ｕｕｕｕｕ ＃４４ｕｕｕｕｕ＊ ６５５３５ 

制御出力極性の登録 ＡＴ！Ｐ１＝ｕｕｕｕｕ ＃４５ｕｕｕｕｕ＊ ０ 

デコードデータクリアタイマの登録 ＡＴ！Ｔ０＝ｂｂｂ ＃６６ｓ＊ ０ 

制御出力オールリセットタイマの登録 ＡＴ！Ｔ１＝ｂｂｂ ＃６７ｓ＊ ０ 

デフォルトをコマンドモードにしたＦＳＫ通信モードの選択 ＡＴ＃ＣＬＳ＝０   

デフォルトをデータモードにしたＦＳＫ通信モードの選択 ＡＴ＃ＣＬＳ＝１   

ＤＴＭＦ通信モードの選択 ＡＴ＃ＣＬＳ＝８  ○ 

トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の変更 ＡＴ＃ＳＰＫ０＝ｈｈ ＃８１ｈｈ＊ ０ 

ＤＴＭＦ信号の発生音量の変更 ＡＴ＃ＳＰＫ１＝ｈｈ ＃８２ｈｈ＊ ０ 

ＤＴＭＦ信号判定方法の変更（Ｖｅｒ１．５１以降対応） ＡＴ＃ＳＴｓ ＃５５ｓ＊ ０ 

ＤＴＭＦ信号の標準発生周期の変更 ＡＴ＃ＴＣ０＝ｂｂｂ ＃８３ｂｂｂ＊ １２ 

ＤＴＭＦ信号の高速発生周期の変更 ＡＴ＃ＴＣ１＝ｂｂｂ ＃８４ｂｂｂ＊ ９ 

ＤＴＭＦ信号の標準発生時間の変更 ＡＴ＃ＴＧ０＝ｂｂｂ ＃８５ｂｂｂ＊ ７ 

ＤＴＭＦ信号の高速発生時間の変更 ＡＴ＃ＴＧ１＝ｂｂｂ ＃８６ｂｂｂ＊ ５ 

トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の変更 ＡＴ＃ＴＬ＝ｒｒｒｒｒ ＃８７ｒｒｒｒｒ＊ ２９９１１ 

 ※ＤＴＭＦコマンドは、ＤＴＭＦ信号やマトリックスキーボード（ＫＢ－９６Ｖ）で行なう場合のコマンドです。 
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表６－２ ディップスイッチの状態に応じて切り替え可能な設定 

用途 ＡＴコマンド ＤＴＭＦコマンド 

制御設定で使用するパラメータＡの変更 ＡＴ！ＳＡｃｃ＝ｈｈ ＃７５ｆｆｈｈ＊ 

制御設定で使用するパラメータＢの変更 ＡＴ！ＳＢｃｃ＝ｈｈ ＃７６ｆｆｈｈ＊ 

制御設定を反映するイベントの変更 ＡＴ！ＳＥｃｃ＝ｔ ＃７２ｆｆｔ＊ 

制御設定の変更 ＡＴ！ＳＦｃｃ＝ｈｈ ＃７１ｆｆｈｈ＊ 

メモリー内容の取り扱い方法選択 ＡＴ！ＳＳｃｃ＝ｓ ＃７３ｆｆｓ＊ 

制御時間メモリーの倍率選択 ＡＴ！ＳＴｃｃ＝ｓ ＃７４ｆｆｓ＊ 

制御番号の取り扱い方法選択 ＡＴ！ＶＣ＝ｓ ＃６９ｓ＊ 

信号の種類選択 ＡＴ！ＶＤ＝ｓ ＃６５ｓ＊ 

制御入出力（ＣＮ４）用途の変更 ＡＴ！ＶＦ＝ｃｃ ＃６１ｃｃ＊ 

ＤＴＭＦ信号の発生周期及び時間選択の変更 ＡＴ！ＶＭ＝ｓ ＃６８ｓ＊ 

ＤＴＭＦコマンドによる設定変更の許可・禁止選択 ＡＴ！ＶＰ＝ｓ ＃７０ｓ＊ 

デコードデータクリアタイマの使用選択 ＡＴ！ＶＱ＝ｓ ＃６６ｓ＊ 

制御出力オールリセットタイマの使用選択 ＡＴ！ＶＲ＝ｓ ＃６７ｓ＊ 

制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号の変更 ＡＴ！Ｘｃｃ＝ｂｂｂ ＃７７ｆｆｂｂｂ＊ 

制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号の変更 ＡＴ！Ｙｃｃ＝ｂｂｂ ＃７８ｆｆｂｂｂ＊ 

制御オプションの条件で使用するメモリー番号の変更 ＡＴ！Ｚｃｃ＝ｂｂｂ ＃７９ｆｆｂｂｂ＊ 

 ※ＤＴＭＦコマンドは、ＤＴＭＦ信号やマトリックスキーボード（ＫＢ－９６Ｖ）で行なう場合のコマンドです。 

 

コマンド解説で使用している英小文字は、変更可能な値を示しています。 

以下に、その種類と、値の範囲を示します。 

ｎｎ・・・ｎ ０～９、＊、＃、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ （最大２８桁） 

ｓ  ０、１ 

ｔ  ０～３ 

ｈｈ  ００～１５ 

ｄｄ  ００～１５ 

ｅｅ  ００～２８ 

ｃｃ  ００～３１ 

ｆｆ  ００～３１ 

ｍｍ  ００～７９ 

ｇｇ  ００～８１ 

ｂｂｂ  ０００～２５５ 

ｐｐｐｐ  ００００～４０９５ 

ｑｑｑｑ  ００００～４０９５ 

ｒｒｒｒｒ ０００００～３２７６７ 

ｕｕｕｕｕ ０００００～６５５３５ 

※「ｎｎ・・・ｎ」、「ｄｄ」、「ｅｅ」、「ｆｆ」、「ｇｇ」と「ｑｑｑｑ」を除いて、０は省略できます。 

 これらは変更可能な値であり、コマンドによっては、正常に動作する値の範囲があります。 
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■７ ＡＴコマンド 

 ディップスイッチをシリアルインターフェースモードにすると、一般的なパソコンから、設定の参照変更が可能です。 

 本機能を使用するときは、オプション（ＲＳ－２３２Ｃ９ＰＶ）を接続し、ストレートケーブルでパソコンに接続して下さい。 

 さらに、パソコンでターミナルソフトを使用できるようにし、 

９６００ｂｐｓ、８ビット、パリティなし、１ストップビット、ＲＴＳ／ＣＴＳによるハードウェアフロー制御にして下さい。 

 

 ◆Ａ 

  ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）がオープンであれば、ＰＴＴ（信号出力中出力）をＯＮします。 

ＡＧＮＤ（０Ｖ）レベルであれば、「ＢＵＳＹ」が返ります。 

 

 ◆Ｄ 

  ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）がオープンであれば、ＰＴＴ（信号出力中出力）をＯＮし、トーンやＤＴＭＦ信号を発生します。 

  既にＰＴＴ（信号出力中出力）がＯＮであれば、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）に関係なく、トーンやＤＴＭＦ信号を発生します。 

  ＰＴＴ（信号出力中出力）は、ＯＮのみ制御し、ＯＦＦは行ないませんので、「ＡＴＨ０」でＯＦＦにします。 

  ただし、コマンド入力を行なわなければ、無操作タイマー（デフォルト１５秒）により、ＯＦＦになります。 

  信号の発生が終了すると、「ＶＣＯＮ」が返りますが、信号の発生中にコマンド入力を行なうと、信号の発生は中止し、応答は返りません。 

 ・Ｄｎｎ・・・ｎ 

  続くパラメータで、トーンやＤＴＭＦ信号を発生します。 

  予め、「ＡＴＰ」を行なっていれば、トーン信号を発生し、「ＡＴＴ」を行なっていれば、ＤＴＭＦ信号を発生します。 

 ・ＤＰｎｎ・・・ｎ 

  続くパラメータで、トーン信号を発生します。 

 ・ＤＴｎｎ・・・ｎ 

  続くパラメータで、ＤＴＭＦ信号を発生します。 

 ・ＤＮ 

  最後に発生した信号を再発生します。 

 ・ＤＳ＝ｍｍ 

  予め、登録したメモリー番号で、トーンやＤＴＭＦ信号を発生します。 

  予め、「ＡＴＰ」を行なっていれば、トーン信号を発生し、「ＡＴＴ」を行なっていれば、ＤＴＭＦ信号を発生します。 

 

 ◆Ｅｓ 

  コマンドのエコーを制御します。 

  「ＡＴＥ１」でエコーを行い、「ＡＴＥ０」でエコーを行ないません。 

 

 ◆Ｈｓ 

  ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）に関係なく、ＰＴＴ（信号出力中出力）を制御します。 

  「ＡＴＨ１」でＯＮ、「ＡＴＨ０」でＯＦＦします。 

  「ＡＴＤ」を行なうと、連動してＰＴＴ（信号出力中出力）がＯＮになりますが、 

  ＯＦＦさせるには、「ＡＴＨ０」を行なう必要があります。 

 

 ◆Ｉ 

  様々な情報を返します。 

 ・Ｉ３ 

  ファームウェアのバージョン情報を返します。 

 ・Ｉ４ 

  型式を返します。 

 ・Ｉ８ 

  ディップスイッチのＯＮ／ＯＦＦ状態を返します。 

 ・Ｉ９ 

  ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）とＰＴＴ（信号出力中出力）の状態を返します。 

 ・Ｉ１０ 

  制御出力のＯＮ／ＯＦＦ状態を返します。 
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 ◆Ｐ 

  「ＡＴＤ」コマンドで、トーン信号を発生するモードを選択します。 

 

 ◆Ｓ 

  登録可能な各種設定の参照変更を行ないます。 

 ・Ｓｐｐｐｐ＝ｂｂｂ 

  登録可能な各種設定の変更を行ないます。 

 ・Ｓｐｐｐｐ？ 

  登録可能な各種設定の参照を行ないます。 

 

 ◆Ｔ 

  「ＡＴＤ」コマンドで、ＤＴＭＦ信号を発生するモードを選択します。 

 

 ◆Ｚ 

  登録済みの設定で復元を行ないます。 

 

 ◆＆Ｃｓ 

  ＦＳＫモードのみ有効で、ＤＣＤ（キャリア検出出力）の制御方法を選択します。 

  「ＡＴ＆Ｃ１」はキャリア検出中のみＧＮＤ（０Ｖ）レベルにし、「ＡＴ＆Ｃ０」は常にＧＮＤ（０Ｖ）レベルにします。 

 

 ◆＆Ｄｓ 

  ＦＳＫ通信モードのみ有効で、ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）の制御方法を選択します。 

  「ＡＴ＆Ｄ１」はＧＮＤ（０Ｖ）レベルから変化するとコマンドモードになり、「ＡＴ＆Ｄ０」は入力を無視します。 

 

 ◆＆Ｆ 

  出荷時の設定で復元を行ないます。 

 

 ◆＆Ｋｔ 

  フロー制御の方法を選択します。 

  「ＡＴ＆Ｋ３」はＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御を行い、「ＡＴ＆Ｋ０」はフロー制御を行いません。 

 

 ◆＆Ｓｓ 

  ＦＳＫモードのみ有効で、ＤＳＲ（送信データあり出力）の制御方法を選択します。 

  「ＡＴ＆Ｓ１」はデータモードで未送信データが残っている間ＧＮＤ（０Ｖ）レベルにし、「ＡＴ＆Ｓ０」は常にＧＮＤ（０Ｖ）レベルにします。 

 

 ◆＆Ｗ 

  現在の設定の登録を行ないます。 

 

 ◆＆Ｚ 

  登録可能なトーン／ＤＴＭＦメモリーの参照変更を行ないます。 

 ・＆Ｚｍｍ＝ｎｎ・・・ｎ 

  登録可能なトーン／ＤＴＭＦメモリーの変更を行ないます。 

 ・＆Ｚｍｍ？ 

  登録可能なトーン／ＤＴＭＦメモリーの参照を行ないます。 

 ・＆ＺＮ？ 

  最後に発生した信号の参照を行ないます。 
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 ◆！Ｅ 

  時間メモリーの参照登録を行ないます。 

  時間メモリー番号０は、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）監視時間に、 

時間メモリー番号１は、ＰＴＴ（信号出力中出力）ＯＮ後、トーンやＤＴＭＦ信号を発生するまでの待ち時間に予約されています。 

 ・！Ｅｈｈ＝ｕｕｕｕｕ 

  指定した番号の時間メモリーの登録を行ないます。 

  ４：４０ｍｓ、５：５０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分 

 ・！Ｅｈｈ？ 

  指定した番号の時間メモリーの参照を行ないます。 

 

 ◆！Ｆ 

  周波数メモリーの参照登録を行ないます。 

  周波数メモリー番号１２と１３は、ＦＳＫ受信で、スペースとマーク周波数に、 

周波数メモリー番号１４と１５は、ＦＳＫ送信で、スペースとマーク周波数に予約されています。 

 ・！Ｆｈｈ＝ｕｕｕｕｕ 

  指定した番号の周波数メモリーの登録を行ないます。 

  ３００：３００Ｈｚ、３０１：３０１Ｈｚ、・・・、３５００：３５００Ｈｚ 

 ※３２７６８を加えると、１／２の周波数になります。 

   例えば、１３３５に３２７６８を加えた、３４１０３で登録すると、６６７．５Ｈｚになります。 

 ・！Ｆｈｈ？ 

  指定した番号の周波数メモリーの参照を行ないます。 

 

 ◆！Ｉ 

  制御入力状態変化応答時間の参照登録を行ないます。 

 ・！Ｉｈｈ＝ｕｕｕｕｕ 

  制御入力状態変化応答時間の登録を行ないます。 

  ０：０ｍｓ、１：１０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分 

 ・！Ｉｈｈ？ 

  制御入力状態変化応答時間の参照を行ないます。 

 

 ◆！Ｌ 

  個別発生音量メモリーの参照登録を行ないます。 

  個別発生音量メモリー番号１２と１３は、ＦＳＫ受信で、キャリア検出ＳＮとキャリア検出レベルに、 

個別発生音量メモリー番号１４と１５は、ＦＳＫ送信で、スペースとマーク周波数音量に予約されています。 

 ・！Ｌｈｈ＝ｕｕｕｕｕ 

  指定した番号の個別発生音量メモリーの登録を行ないます。 

  ０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、１５：－１５ｄＢ 

 ・！Ｌｈｈ？ 

  指定した番号の周波数メモリーの参照を行ないます。 

 

 ◆！Ｏ 

  制御時間メモリーの参照登録を行ないます。 

 ・！Ｏｈｈ＝ｕｕｕｕｕ 

  指定した番号の制御時間メモリーの登録を行ないます。 

  １：０．１秒、２：０．２秒、・・・、６５５３５：約１００分 

 ・！Ｏｈｈ？ 

  指定した番号の制御時間メモリーの参照を行ないます。 

 

 

 

 



 9 

 

 ◆！Ｐ 

  制御入出力極性の参照登録を行ないます。 

  「ＡＴ！Ｐ１」は制御出力極性で、「ＡＴ！Ｐ０」は制御入力極性になります。 

 ・！Ｐｓ＝ｕｕｕｕｕ 

  制御入出力極性の登録を行ないます。 

 ・！Ｐｓ？ 

  制御入出力極性の参照を行ないます。 

 

 ◆！ＳＡ 

  制御設定で使用するパラメータＡの参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＳＡｃｃ＝ｈｈ 

  制御設定で使用するパラメータＡの変更を行います。 

 ・！ＳＡｃｃ？ 

  制御設定で使用するパラメータＡの参照を行います。 

 

 ◆！ＳＢ 

  制御設定で使用するパラメータＢの参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＳＢｃｃ＝ｈｈ 

  制御設定で使用するパラメータＢの変更を行います。 

 ・！ＳＢｃｃ？ 

  制御設定で使用するパラメータＢの参照を行います。 

 

 ◆！ＳＥ 

  制御設定を反映するイベントの参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＳＥｃｃ＝ｔ 

  制御設定を反映するイベントの変更を行います。 

 ０：制御設定無効、１：受信した信号により制御設定を反映、２：制御入出力の変化により制御設定を反映、 

３：受信した信号と制御入出力の変化により制御設定を反映 

 ・！ＳＥｃｃ？ 

  制御設定を反映するイベントの参照を行います。 

 

 ◆！ＳＦ 

  制御設定の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＳＦｃｃ＝ｈｈ 

  制御設定の変更を行います。 

 ０：無制御、１：バイナリＤ１、２：バイナリＤ２、３：バイナリＤ３、４：バイナリＤ４、５：バイナリＤＶ、 

 ６：ワンプッシュ、７：ワンプッシュラッチ、８：メモリー照合ラッチ、９：メモリー照合遅延ラッチ、 

 １０：アンサーバック、１４：トーン検知、１５：メモリー照合トーン組み合わせラッチ 

 ・！ＳＦｃｃ？ 

  制御設定の参照を行います。 
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 ◆！ＳＳ 

  メモリー内容の取り扱い方法選択の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＳＳｃｃ＝ｓ 

  メモリー内容の取り扱い方法選択の変更を行います。 

   「ＡＴ！ＳＳｃｃ＝１」でメモリー内容をトーンデータとして扱い、 

「ＡＴ！ＳＳｃｃ＝０」でメモリー内容をＤＴＭＦやＦＳＫデータとして扱います。 

 ・！ＳＳｃｃ？ 

  メモリー内容の取り扱い方法選択の参照を行います。 

 

 ◆！ＳＴ 

  制御時間メモリーの倍率選択の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＳＴｃｃ＝ｓ 

  制御時間メモリーの倍率選択の変更を行います。 

  「ＡＴ！ＳＴｃｃ＝１」で×１０を選択し、「ＡＴ！ＳＴｃｃ＝０」で×１を選択します。 

 ・！ＳＴｃｃ？ 

  制御時間メモリーの倍率選択の参照を行います。 

 

 ◆！Ｔ 

  デコードデータ桁間タイマの参照登録を行ないます。 

  「ＡＴ！Ｔ１」は制御出力オールリセットタイマで、「ＡＴ！Ｔ０」はデコードデータクリアタイマになります。 

 ・！Ｔ０＝ｂｂｂ 

  デコードデータクリアタイマの登録を行ないます。 

  ０：無監視、１：０．１秒、２：０．２秒、・・・、２５５：２５．５秒 

 ・！Ｔ１＝ｂｂｂ 

  制御出力オールリセットタイマの登録を行ないます。 

  ０：無監視、１：１秒、２：２秒、・・・、２５５：２５５秒 

 ・！Ｔｓ？ 

  デコードデータ桁間タイマの参照を行ないます。 

 

 ◆！ＶＣ 

  制御番号の取り扱い方法選択の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＶＣ＝ｓ 

  制御番号の取り扱い方法選択の変更を行います。 

   「ＡＴ！ＶＣ＝１」で８ビット・４バンクを選択し、「ＡＴ！ＶＣ＝０」で１６ビット・２バンクを選択します。 

 ・！ＶＣ？ 

  制御番号の取り扱い方法選択の参照を行います。 

 

 ◆！ＶＤ 

  信号の種類選択の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＶＤ＝ｓ 

  信号の種類選択の変更を行います。 

   「ＡＴ！ＶＤ＝１」でＦＳＫ信号を選択し、「ＡＴ！ＶＤ＝０」でＤＴＭＦ信号を選択します。 

 ・！ＶＤ？ 

  信号の種類選択の参照を行います。 
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 ◆！ＶＦ 

  制御入出力（ＣＮ４）用途の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＶＦ＝ｃｃ 

  制御入出力（ＣＮ４）用途の変更を行います。 

 ０：８制御入力、１：№２～５は制御出力・№６～９は制御入力、２：№２～５は制御入力・№６～９は制御出力、 

３：８制御出力、４：マトリックス入力、８：ＦＳＫモデム入出力、１６：シリアルインターフェース入出力 

 ・！ＶＦ？ 

  制御入出力（ＣＮ４）用途の参照を行います。 

 

 ◆！ＶＭ 

  ＤＴＭＦ信号の発生周期及び時間選択の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＶＭ＝ｓ 

  ＤＴＭＦ信号の発生周期及び時間選択の変更を行います。 

  「ＡＴ！ＶＭ＝１」で高速設定を選択し、「ＡＴ！ＶＭ＝０」で標準設定を選択します。 

 ・！ＶＭ？ 

  ＤＴＭＦ信号の発生周期及び時間選択の参照を行います。 

 

 ◆！ＶＰ 

  ＤＴＭＦ信号やマトリックスキーボードでの設定変更を許可／禁止選択の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＶＰ＝ｓ 

  ＤＴＭＦ信号やマトリックスキーボードでの設定変更を許可・禁止選択の変更を行います。 

  「ＡＴ！ＶＰ＝１」で設定変更を許可し、「ＡＴ！ＶＰ＝０」で設定変更を禁止します。 

 ・！ＶＰ？ 

  ＤＴＭＦ信号やマトリックスキーボードでの設定変更を許可・禁止選択の参照を行います。 

 

 ◆！ＶＱ 

  デコードデータクリアタイマを使用選択の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＶＱ＝ｓ 

  デコードデータクリアタイマを使用選択の変更を行います。 

  「ＡＴ！ＶＱ＝１」でデコードデータクリアタイマを使用し、「ＡＴ！ＶＱ＝０」でデコードデータクリアタイマを使用しません。 

 ・！ＶＱ？ 

  デコードデータクリアタイマを使用選択の参照を行います。 

 

 ◆！ＶＲ 

  制御出力オールリセットタイマの使用選択の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！ＶＲ＝ｓ 

  制御出力オールリセットタイマの使用選択の変更を行います。 

   「ＡＴ！ＶＲ＝１」で制御出力オールリセットタイマを使用し、「ＡＴ！ＶＲ＝０」で制御出力オールリセットタイマを使用しません。 

 ・！ＶＲ？ 

  制御出力オールリセットタイマの使用選択の参照を行います。 
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 ◆！Ｗ 

  参照登録を行なうディップスイッチ番号の参照変更を行います。 

  電源投入時は、０になります。 

  「ＡＴ！Ｓ」、「ＡＴ！Ｖ」、「ＡＴ！Ｘ」、「ＡＴ！Ｙ」と「ＡＴ！Ｚ」コマンドで使用しています。 

 ・！Ｗ＝ｈｈ 

  参照登録を行なうディップスイッチ番号の変更を行います。 

 ・！Ｗ？ 

  参照登録を行なうディップスイッチ番号の参照を行います。 

 

 ◆！Ｘ 

  制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！Ｘｃｃ＝ｂｂｂ 

  制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 

  ０：メモリー番号０、１：メモリー番号１、・・・、７９：メモリー番号７９、２５５：条件なし 

 ・！Ｘｃｃ？ 

  制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号の参照を行います。 

 

 ◆！Ｙ 

  制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号の参照変更を行います。 

   予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！Ｙｃｃ＝ｂｂｂ 

  制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 

  ０：メモリー番号０、１：メモリー番号１、・・・、７９：メモリー番号７９、２５５：条件なし 

 ・！Ｙｃｃ？ 

  制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号の参照を行います。 

 

 ◆！Ｚ 

  制御オプションの条件で使用するメモリー番号の参照変更を行います。 

  予め、「ＡＴ！Ｗ」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ・！Ｚｃｃ＝ｂｂｂ 

  制御オプションの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 

  ０：メモリー番号０、１：メモリー番号１、・・・、７９：メモリー番号７９、２５５：条件なし 

 ・！Ｚｃｃ？ 

  制御オプションの条件で使用するメモリー番号の参照を行います。 

 

 ◆＃ＣＬＳ 

  ＤＴＭＦ／ＦＳＫ通信モードの参照変更を行ないます。 

 ・＃ＣＬＳ＝０ 

  デフォルトをコマンドモードにしたＦＳＫ通信モードを選択します。 

 ・＃ＣＬＳ＝１ 

  デフォルトをデータモードにしたＦＳＫ通信モードを選択します。 

 ・＃ＣＬＳ＝８ 

  ＤＴＭＦ通信モードを選択します。 

 ・＃ＣＬＳ？ 

  ＤＴＭＦ／ＦＳＫ通信モードの参照を行ないます。 
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 ◆＃ＳＰＫ 

  トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の参照変更を行ないます。 

  「ＡＴ＃ＳＰＫ１」はＤＴＭＦ信号のみの発生音量で、「ＡＴ＃ＳＰＫ０」はＤＴＭＦ信号を含む全信号の発生音量になります。 

 ・＃ＳＰＫｓ＝ｈｈ 

  トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の変更を行ないます。 

  ０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、１５：－１５ｄＢ 

 ・＃ＳＰＫｓ？ 

  トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＳＴ 

  ＤＴＭＦ信号判定方法の参照変更を行ないます。 

 ・＃ＳＴｓ 

  ＤＴＭＦ信号判定方法の変更を行ないます。 

  ０：低群と高群のレベル差判定有効、１：低群と高群のレベル差判定無効 

 ・＃ＳＴ？ 

  ＤＴＭＦ信号判定方法の参照を行ないます。 

 ※ＤＴＭＦ信号判定方法の登録は、ファームウェアバージョン１．５１から対応しています。 

 

 ◆＃ＴＣ 

  ＤＴＭＦ信号の発生周期の参照変更を行ないます。 

 ・＃ＴＣｓ＝ｂｂｂ 

  ＤＴＭＦ信号の発生周期の変更を行ないます。 

  ９：９０ｍｓ、１０：１００ｍｓ、・・・、２０：２００ｍｓ 

 ・＃ＴＣｓ？ 

  ＤＴＭＦ信号の発生周期の参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＴＧ 

  ＤＴＭＦ信号の発生時間の参照変更を行ないます。 

 ・＃ＴＧｓ＝ｂｂｂ 

  ＤＴＭＦ信号の発生時間の変更を行ないます。 

  ５：５０ｍｓ、６：６０ｍｓ、・・・、１０：１００ｍｓ 

 ・＃ＴＧｓ？ 

  ＤＴＭＦ信号の発生時間の参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＴＬ 

  トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の参照変更を行ないます。 

  発生音量の微調整が必要な場合に使用しますが、通常は「ＡＴ＃ＳＰＫ」コマンドを使用します。 

  値が小さいほどＳ／Ｎ（信号対雑音比）が悪化し、０にすると信号が出なくなります。 

 ・＃ＴＬ＝ｒｒｒｒｒ 

  トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の変更を行ないます。 

 ・＃ＴＬ？ 

  トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の参照を行ないます。 
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 ◆＃ＶＴＳ 

  ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）がオープンであれば、ＰＴＴ（信号出力中出力）をＯＮし、トーンやＤＴＭＦ信号を発生します。 

  既にＰＴＴ（信号出力中出力）がＯＮであれば、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）に関係なく、トーンやＤＴＭＦ信号を発生します。 

  ＰＴＴ（信号出力中出力）は、信号発生以前の状態を復元します。 

  信号の発生が終了すると、「ＶＣＯＮ」が返りますが、信号の発生中にコマンド入力を行なうと、信号の発生は中止し、応答は返りません。 

 ・＃ＶＴＳ＝ｎｎ・・・ｎ 

  続くパラメータで、ＤＴＭＦ信号を発生します。 

 ・＃ＶＴＳ１＝ｈｈ，ｈｈ 

  続くパラメータで、トーン信号を発生します。 

  第一パラメータは時間メモリー番号を、第二パラメータは周波数メモリー番号を指定します。 

  指定した周波数で、指定した時間、トーン信号を発生します。 

   ※ファームウェアバージョン１．４９から、時間が０の時間メモリー番号を指定すると、連続で信号発生を行います。 

 ・＃ＶＴＳ２＝ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ 

  続くパラメータで、デュアルトーン信号を発生します。 

  第一パラメータは時間メモリー番号を、第二、第三パラメータは周波数メモリー番号を指定します。 

  指定した２周波数を合成し、指定した時間、デュアルトーン信号を発生します。 

  合成時に歪むので、周波数メモリー番号に対応する個別発生音量を、－６ｄＢ以下にする必要があります。 

   ※ファームウェアバージョン１．４９から、時間が０の時間メモリー番号を指定すると、連続で信号発生を行います。 

 ・＃ＶＴＳ３＝ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ 

  続くパラメータで、複数回のトーン信号を発生します。 

  第一、第二パラメータは時間メモリー番号、第三パラメータは信号発生回数を、第四パラメータは周波数メモリー番号を指定します。 

  第一パラメータで指定した周期で、第二パラメータで指定した時間、トーン信号を発生し、指定回数繰り返します。 

 ・＃ＶＴＳ４＝ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ，ｈｈ 

  続くパラメータで、複数回のトーン信号を発生します。 

  第一、第二パラメータは時間メモリー番号、第三パラメータは信号発生回数を、第四、第五パラメータは周波数メモリー番号を指定します。 

  第一パラメータで指定した周期で、第二パラメータで指定した時間、第四パラメータで指定したトーン信号を発生し、 

残りの時間、第五パラメータで指定したトーン信号を発生、指定回数繰り返します。 

   ※ファームウェアバージョン１．４９から使用できます。 

 ・＃ＶＴＳ１２＝ｈｈ，ｂｂｂ，ｂｂｂ，１，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ 

  続くパラメータで、複数回のトーン信号を発生します。 

  第一パラメータは信号発生回数、第二パラメータは周期、第三パラメータは発生時間、第四パラメータは１、 

第五パラメータは周波数を、第六パラメータは発生音量を指定します。 

  「＃ＶＴＳ３」コマンドと同等で、時間、周波数と音量を、メモリーを使用せず、任意指定できます。 

 ・＃ＶＴＳ１２＝ｈｈ，ｂｂｂ，ｂｂｂ，２，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ 

  続くパラメータで、複数回のデュアルトーン信号を発生します。 

  第一パラメータは信号発生回数、第二パラメータは周期、第三パラメータは発生時間、第四パラメータは２、 

第五、第七パラメータは周波数を、第六、第八パラメータは発生音量を指定します。 

  「＃ＶＴＳ３」コマンドと同等で、時間、合成する周波数と音量を、メモリーを使用せず、任意指定できます。 

  第五パラメータの周波数は第六パラメータの発生音量、第七パラメータの周波数は第八パラメータの発生音量で合成します。 

  合成時に歪むので、指定する個別発生音量を、－６ｄＢ以下にする必要があります。 

 ・＃ＶＴＳ１２＝ｈｈ，ｂｂｂ，ｂｂｂ，３，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ，ｒｒｒｒｒ，ｈｈ，ｈｈ 

  続くパラメータで、複数回の振幅変調トーン信号を発生します。 

  第一パラメータは信号発生回数、第二パラメータは周期、第三パラメータは発生時間、第四パラメータは３、 

第五、第七パラメータは周波数、第六、第八パラメータは発生音量を、第九パラメータは変調バランスを指定します。 

  「＃ＶＴＳ３」コマンドと同等で、時間、振幅変調する周波数、音量と変調度を、メモリーを使用せず、任意指定できます。 

  第五パラメータの周波数は第六パラメータの発生音量、第七パラメータの周波数は第八パラメータの発生音量で振幅変調します。 

  第九パラメータの変調バランスは、第八パラメータの発生音量に応じて、以下の組み合わせにする必要があります。 

 

 ※ファームウェアバージョン１．４９から、信号発生回数に０を指定すると、繰り返し信号発生を行います。 

 

 



 15 

 

   表７－１ 第八パラメータと第九パラメータの組み合わせ 

変 調 度 第八パラメータ 第九パラメータ 

８９％ ７ ６ 

８０％ ８ ５ 

７１％ ９ ４ 

５６％ １１ ３ 

４０％ １４ ２ 

 

 

■８ リザルトコード 

 シリアルインターフェースで、コマンドを入力すると、コマンドに応じて、リザルトコードを返します。 

 各リザルトコードは、＜ＤＬＥ＞を除いて、前後にキヤリッジ・リターン・キャラクタとラインフィード・キャラクタを付加します。 

 ＜ＤＬＥ＞は、透過モード用制御記号で、キャラクタ値は１６（１６進数表記：１０Ｈ）を示します。 

 

 ◆ＯＫ 

  コマンドを受け付けたときに返します。 

 

 ◆ＥＲＲＯＲ 

  未定義のコマンドや、コマンドの値の範囲を外れていて、受け付けなかったときに返します。 

 

 ◆ＶＣＯＮ 

  「ＡＴＤ」か「ＡＴ＃ＶＴＳ」コマンドで、信号の発生が終わったときに返します。 

  信号の発生中に、コマンド入力を行なうと、信号の発生は中止し、「ＶＣＯＮ」は返しません。 

 

 ◆ＢＵＳＹ 

  「ＡＴＡ」コマンドで、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）がＡＧＮＤ（０Ｖ）レベルのときに返します。 

 

 ◆ＣＯＮＮＥＣＴ 

  ＦＳＫ受信が有効で、キャリア周波数を検知したときに返します。 

 

 ◆ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ 

  ＦＳＫ受信が有効で、キャリア周波数を喪失したときに返します。 

 

 ◆＜ＤＬＥ＞０、・・・、＜ＤＬＥ＞９、＜ＤＬＥ＞＊、＜ＤＬＥ＞＃、＜ＤＬＥ＞Ａ、＜ＤＬＥ＞Ｂ、＜ＤＬＥ＞Ｃ、＜ＤＬＥ＞Ｄ 

  ＤＴＭＦ信号を検知したときに、検知したＤＴＭＦ信号に対応するキャラクタを、＜ＤＬＥ＞を付加して返します。 

  前後にキヤリッジ・リターン・キャラクタやラインフィード・キャラクタは付加しません。 

 

 ◆＜ＤＬＥ＞Ｓ、＜ＤＬＥ＞Ｔ 

  トーン検知設定が有効で、トーンを検知したときに、 

制御番号の小さい方の周波数は「Ｓ」を、制御番号の大きい方の周波数は「Ｔ」を、＜ＤＬＥ＞を付加して返します。 

  前後にキヤリッジ・リターン・キャラクタやラインフィード・キャラクタは付加しません。 
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■９ ＤＴＭＦ／マトリックスキーボード（ＫＢ－９６Ｖ）コマンド 

 ディップスイッチをプログラムモードにすると、ＤＴＭＦ信号やマトリックスキーボードで設定変更が可能です。 

 本機能を使用するときは、ＡＯＵＴ（トーン信号出力）にクリスタルイヤホンやアンプ付きスピーカーを接続して下さい。 

 コマンド待機中は、「プルプル」音が出力されます。 

 コマンド入力が有効な間は、無音になります。 

 コマンドの受付が正常に完了すると、「ピー」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

 コマンドの入力にミスがあるか、５秒間をおくと、「ブブブブブ」音が出力され、コマンド待機中に戻ります。 

 ※全てのコマンド操作は、「＃９１＊」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 

 

 ◆ｇｇｅｅｎｎ・・・ｎ 

  登録可能なトーン／ＤＴＭＦメモリーの変更を行ないます。 

 「ｇｇ」はメモリー番号、「ｅｅ」は桁数で、「ｎｎ・・・ｎ」が変更する値になります。 

 例１）メモリー番号１に「１＊」を登録する場合 

    ０１０２１＊ 

 例２）メモリー番号１を削除する場合 

    ０１００ 

 

 ◆＃ｑｑｑｑｂｂｂ＊ 

  登録可能な各種設定の変更を行ないます。 

 「ｑｑｑｑ」は設定番号、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

 

 ◆＃４１ｄｄｕｕｕｕｕ＊ 

  指定した番号の時間メモリーの登録を行ないます。 

 「ｄｄ」はメモリー番号、「ｕｕｕｕｕ」が変更する値になります。 

  時間メモリー番号０は、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）監視時間に、 

時間メモリー番号１は、ＰＴＴ（信号出力中出力）ＯＮ後、トーンやＤＴＭＦ信号を発生するまでの待ち時間に予約されています。 

 ４：４０ｍｓ、５：５０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分 

 

 ◆＃４２ｄｄｕｕｕｕｕ＊ 

  指定した番号の周波数メモリーの登録を行ないます。 

 「ｄｄ」はメモリー番号、「ｕｕｕｕｕ」が変更する値になります。 

  周波数メモリー番号１２と１３は、ＦＳＫ受信で、スペースとマーク周波数に、 

周波数メモリー番号１４と１５は、ＦＳＫ送信で、スペースとマーク周波数に予約されています。 

 ３００：３００Ｈｚ、３０１：３０１Ｈｚ、・・・、３５００：３５００Ｈｚ 

 ※３２７６８を加えると、１／２の周波数になります。 

   例えば、１３３５に３２７６８を加えた、３４１０３で登録すると、６６７．５Ｈｚになります。 

 

 ◆＃４３ｄｄｈｈ＊ 

  指定した番号の個別発生音量メモリーの登録を行ないます。 

 「ｄｄ」はメモリー番号、「ｈｈ」が変更する値になります。 

  個別発生音量メモリー番号１２と１３は、ＦＳＫ受信で、キャリア検出ＳＮとキャリア検出レベルに、 

個別発生音量メモリー番号１４と１５は、ＦＳＫ送信で、スペースとマーク周波数音量に予約されています。 

 ０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、１５：－１５ｄＢ 

 

 ◆＃４４ｕｕｕｕｕ＊ 

  制御入力極性の登録を行ないます。 

 「ｕｕｕｕｕ」が変更する値になります。 

 

 ◆＃４５ｕｕｕｕｕ＊ 

  制御出力極性の登録を行ないます。 

 「ｕｕｕｕｕ」が変更する値になります。 
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 ◆＃４６ｄｄｕｕｕｕｕ＊ 

  制御入力状態変化応答時間の登録を行ないます。 

 「ｄｄ」は制御入力番号、「ｕｕｕｕｕ」が変更する値になります。 

 ０：０ｍｓ、１：１０ｍｓ、・・・、６５５３５：約１０分 

 

 ◆＃４７ｄｄｕｕｕｕｕ＊ 

  指定した番号の制御時間メモリーの登録を行ないます。 

 「ｄｄ」はメモリー番号、「ｕｕｕｕｕ」が変更する値になります。 

 ×１の場合 １：０．１秒、２：０．２秒、・・・、６５５３５：約１００分 

 ×１０の場合 １：１秒、２：２秒、・・・、６５５３５：約１８時間 

 

 ◆＃４８ｂｂｂ＊ 

  デコードデータクリアタイマの登録を行ないます。 

 「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

 ０：無監視、１：０．１秒、２：０．２秒、・・・、２５５：２５．５秒 

 

 ◆＃４９ｂｂｂ＊ 

  制御出力オールリセットタイマの登録を行ないます。 

 「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

 ０：無監視、１：１秒、２：２秒、・・・、２５５：２５５秒 

 

 ◆＃５５ｓ＊ 

  ＤＴＭＦ信号判定方法の登録を行ないます。 

 「ｓ」が変更する値になります。 

 ０：低群と高群のレベル差判定有効、１：低群と高群のレベル差判定無効 

 ※ＤＴＭＦ信号判定方法の登録は、ファームウェアバージョン１．５１から対応しています。 

 

 ◆＃６０ｈｈ＊ 

  登録を行なうディップスイッチ番号の変更を行います。 

 「ｈｈ」が変更する値になります。 

  電源投入時は、０になります。 

  「＃６１」、「＃６５」、「＃６６」、・・・、「＃７９」コマンドで使用しています。 

 

 ◆＃６１ｃｃ＊ 

  制御入出力（ＣＮ４）用途の変更を行います。 

 「ｃｃ」が変更する値になります。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ０：８制御入力、１：№２～５は制御出力・№６～９は制御入力、２：№２～５は制御入力・№６～９は制御出力、 

３：８制御出力、４：マトリックス入力、８：ＦＳＫモデム入出力、１６：シリアルインターフェース入出力 

 

 ◆＃６５ｓ＊ 

  信号の種類を選択します。 

  「＃６５１」でＦＳＫ信号を選択し、「＃６５０」でＤＴＭＦ信号を選択します。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃６６ｓ＊ 

  デコードデータクリアタイマを使用するか否かを選択します。 

  「＃６６１」でデコードデータクリアタイマを使用し、「＃６６０」でデコードデータクリアタイマを使用しません。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 
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 ◆＃６７ｓ＊ 

  制御出力オールリセットタイマを使用するか否かを選択します。 

  「＃６７１」で制御出力オールリセットタイマを使用し、「＃６７０」で制御出力オールリセットタイマを使用しません。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃６８ｓ＊ 

  ＤＴＭＦ信号の発生周期及び時間を選択します。 

  「＃６８１」で高速設定を選択し、「＃６８０」で標準設定を選択します。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃６９ｓ＊ 

  制御番号の取り扱い方法を選択します。 

  「＃６９１」で８ビット・４バンクを選択し、「＃６９０」で１６ビット・２バンクを選択します。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃７０ｓ＊ 

  ＤＴＭＦ信号やマトリックスキーボードでの設定変更の許可／禁止を選択します。 

  「＃７０１」で設定変更を許可し、「＃７００」で設定変更を禁止します。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

  ※設定変更が許可されているディップスイッチ番号がなくなると、設定変更ができなくなります。 

 

 ◆＃７１ｆｆｈｈ＊ 

  制御設定の変更を行います。 

 「ｆｆ」は制御番号、「ｈｈ」が変更する値になります。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

０：無制御、１：バイナリＤ１、２：バイナリＤ２、３：バイナリＤ３、４：バイナリＤ４、５：バイナリＤＶ、 

６：ワンプッシュ、７：ワンプッシュラッチ、８：メモリー照合ラッチ、９：メモリー照合遅延ラッチ、 

１０：アンサーバック、１４：トーン検知、１５：メモリー照合トーン組み合わせラッチ 

 

 ◆＃７２ｆｆｔ＊ 

  制御設定を反映するイベントの変更を行います。 

 「ｆｆ」は制御番号、「ｔ」が変更する値になります。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 ０：制御設定無効、１：受信した信号により制御設定を反映、２：制御入出力の変化により制御設定を反映、 

３：受信した信号と制御入出力の変化により制御設定を反映 

 

 ◆＃７３ｆｆｓ＊ 

  メモリー内容の取り扱い方法を選択します。 

 「ｆｆ」は制御番号になります。 

  「＃７３ｆｆ１」でメモリー内容をトーンデータとして扱い、「＃７３ｆｆ０」でメモリー内容をＤＴＭＦやＦＳＫデータとして扱います。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃７４ｆｆｓ＊ 

  制御時間メモリーの倍率を選択します。 

 「ｆｆ」は制御番号になります。 

  「＃７４ｆｆ１」で×１０を選択し、「＃７４ｆｆ０」で×１を選択します。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 
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 ◆＃７５ｆｆｈｈ＊ 

  制御設定で使用するパラメータＡの変更を行います。 

 「ｆｆ」は制御番号、「ｈｈ」が変更する値になります。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃７６ｆｆｈｈ＊ 

  制御設定で使用するパラメータＢの変更を行います。 

 「ｆｆ」は制御番号、「ｈｈ」が変更する値になります。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃７７ｆｆｂｂｂ＊ 

  制御出力ＯＮの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 

 「ｆｆ」は制御番号、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃７８ｆｆｂｂｂ＊ 

  制御出力ＯＦＦの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 

 「ｆｆ」は制御番号、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃７９ｆｆｂｂｂ＊ 

  制御オプションの条件で使用するメモリー番号の変更を行います。 

 「ｆｆ」は制御番号、「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

  予め、「＃６０」コマンドで、登録を行なうディップスイッチ番号を指定する必要があります。 

 

 ◆＃８１ｈｈ＊ 

  トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の変更を行ないます。 

 「ｈｈ」が変更する値になります。 

  ０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、１５：－１５ｄＢ 

 

 ◆＃８２ｈｈ＊ 

  ＤＴＭＦ信号の発生音量の変更を行ないます。 

 「ｈｈ」が変更する値になります。 

  ０：０ｄＢ、１：－１ｄＢ、・・・、１５：－１５ｄＢ 

 

 ◆＃８３ｂｂｂ＊ 

  ＤＴＭＦ信号の発生周期（標準）の変更を行ないます。 

 「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

 ９：９０ｍｓ、１０：１００ｍｓ、・・・、２０：２００ｍｓ 

 

 ◆＃８４ｂｂｂ＊ 

  ＤＴＭＦ信号の発生周期（高速）の変更を行ないます。 

 「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

 ９：９０ｍｓ、１０：１００ｍｓ、・・・、２０：２００ｍｓ 

 

 ◆＃８５ｂｂｂ＊ 

  ＤＴＭＦ信号の発生時間（標準）の変更を行ないます。 

 「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

 ５：５０ｍｓ、６：６０ｍｓ、・・・、１０：１００ｍｓ 
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 ◆＃８６ｂｂｂ＊ 

  ＤＴＭＦ信号の発生時間（高速）の変更を行ないます。 

 「ｂｂｂ」が変更する値になります。 

 ５：５０ｍｓ、６：６０ｍｓ、・・・、１０：１００ｍｓ 

 

 ◆＃８７ｒｒｒｒｒ＊ 

  トーン、ＤＴＭＦやＦＳＫ信号の発生音量の変更を行ないます。 

 「ｒｒｒｒｒ」が変更する値になります。 

  発生音量の微調整が必要な場合に使用しますが、通常は「＃８１」コマンドを使用します。 

  値が小さいほどＳ／Ｎ（信号対雑音比）が悪化し、０にすると信号が出なくなります。 

 

 ◆＃９０＊ 

  出荷時の設定で復元を行ないます。 

 

 ◆＃９１＊ 

  現在の設定の登録を行ないます。 

 

 ◆＃９９＊ 

  登録済みの設定で復元を行ないます。 
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■１０ 各種設定（ＡＴＳ・＃００００～＃４０９５）コマンド 

 本ユニットは、４０９６バイトの設定領域があり、フラッシュメモリーに保存することができます。 

 他のコマンドで変更した値は、この設定領域のどこかに対応していますが、構造が複雑なので、省略させていただきます。 

 ここでは、当該コマンドでしか変更できない設定をご説明いたします。 

 その大部分は、シリアルインターフェース関係の設定です。 

 

 ◆０００２ 

  エスケープ・キヤラクタを指定します。 

  範囲は０～１２７で、４３（‘＋’）がデフォルトです。 

  １２７にすると、エスケープ判定を行ないません。 

 

 ◆０００３ 

  キヤリッジ・リターン・キャラクタを指定します。 

  範囲は０～１２７で、１３（＜ＣＲ＞）がデフォルトです。 

 

 ◆０００４ 

  ラインフィード・キャラクタを指定します。 

  範囲は０～１２７で、１０（＜ＬＦ＞）がデフォルトです。 

 

 ◆０００５ 

  バックスペース・キャラクタを指定します。 

  範囲は０～１２７で、８（＜ＢＳ＞）がデフォルトです。 

 

 ◆０００９ 

  キャリア検出応答時間を指定します。 

  ０にしても、約３０ｍｓの応答時間があります。 

  範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、０（０秒）がデフォルトです。 

 

 ◆００１０ 

  キャリア紛失による不接続時間を指定します。 

  ０にしても、約３０ｍｓの応答時間があります。 

  範囲は０～２５５（０．１秒単位）で、０（０秒）がデフォルトです。 

 

 ◆００１２ 

  エスケープ・コード・ガード時間を指定します。 

  範囲は０～２５５（０．０２秒単位）で、１０（０．２秒）がデフォルトです。 

 

 

 ◆００２５ 

  ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）に対する遅延時間を指定します。 

  範囲は０～２５５（０．０１秒単位）で、５（０．０５秒）がデフォルトです。 

 

 ◆００３０ 

  非活動切断タイマ設定時間を指定します。 

  範囲は０～２５５（１秒単位）で、１５（１５秒）がデフォルトです。 
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 ◆００３８ 

  ＦＳＫ通信パラメータを指定します。 

   ０：調歩同期、データビット７、パリティなし、ストップビット１ 

   １：調歩同期、データビット７、パリティなし、ストップビット２ 

   ２：調歩同期、データビット７、パリティ偶数、ストップビット１ 

   ３：調歩同期、データビット７、パリティ偶数、ストップビット２ 

   ４：調歩同期、データビット７、パリティ奇数、ストップビット１ 

   ５：調歩同期、データビット７、パリティ奇数、ストップビット２ 

   ８：調歩同期、データビット８、パリティなし、ストップビット１ 

   ９：調歩同期、データビット８、パリティなし、ストップビット２ 

  １０：調歩同期、データビット８、パリティ偶数、ストップビット１ 

  １１：調歩同期、データビット８、パリティ偶数、ストップビット２ 

  １２：調歩同期、データビット８、パリティ奇数、ストップビット１ 

  １３：調歩同期、データビット８、パリティ奇数、ストップビット２ 

  １６：同期（ＦＳＫモデム入出力選択時のみ動作可能） 

  ２（調歩同期、データビット７、パリティ偶数、ストップビット１）がデフォルトです。 

 

 ◆００３９ 

  ＦＳＫ通信速度を指定します。 

  下位４ビットが受信速度で、上位４ビットが送信速度になります。 

  範囲は０～５（７５、１５０、２００、３００、６００、１２００ｂｐｓ）で、８５（送受信とも１２００ｂｐｓ）がデフォルトです。 

  送受信とも６００ｂｐｓにしたいときは、６８（４＋４×１６）を指定します。 

 

 ◆００４０ 

  シリアルインターフェース通信パラメータを指定します。 

  シリアルインターフェースは、調歩同期、データビット８のみ対応します。 

  また、フロー制御のみ、「ＡＴ＆Ｋ」コマンドで参照変更できます。 

   ０：パリティなし、ストップビット１、フロー制御なし 

   １：パリティなし、ストップビット２、フロー制御なし 

   ２：パリティ偶数、ストップビット１、フロー制御なし 

   ３：パリティ偶数、ストップビット２、フロー制御なし 

   ４：パリティ奇数、ストップビット１、フロー制御なし 

   ５：パリティ奇数、ストップビット２、フロー制御なし 

  １６：パリティなし、ストップビット１、ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御 

  １７：パリティなし、ストップビット２、ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御 

  １８：パリティ偶数、ストップビット１、ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御 

  １９：パリティ偶数、ストップビット２、ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御 

  ２０：パリティ奇数、ストップビット１、ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御 

  ２１：パリティ奇数、ストップビット２、ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御 

  上記の値に、３２を加えると、コマンドの応答にラインフィード・キャラクタを追加するようになります。 

  上記の値に、６４を加えると、コマンドエコーのキヤリッジ・リターン・キャラクタにラインフィード・キャラクタを追加するようになります。 

  ４８（パリティなし、ストップビット１、ＲＴＳ／ＣＴＳによるフロー制御、ラインフィード・キャラクタ付き）がデフォルトです。 

 

 ◆００４１ 

  シリアルインターフェース通信速度を指定します。 

    ０：    ７５ｂｐｓ  １６：   １１０ｂｐｓ  ３２：  １５０ｂｐｓ  ４８： ３００ｂｐｓ 

６４：   ６００ｂｐｓ  ８０：  １２００ｂｐｓ  ９６： ２４００ｂｐｓ １１２： ４８００ｂｐｓ 

１２８：  ９６００ｂｐｓ １４４： １９２００ｂｐｓ １６０：３８４００ｂｐｓ １７６：５７６００ｂｐｓ 

１９２：１１５２００ｂｐｓ ２０８：２３０４００ｂｐｓ 

１２８（９６００ｂｐｓ）がデフォルトです。 
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■１１ 動作のしくみ 

 本ユニットは、信号インターフェース（ＣＮ６）のトーン信号入力（ＡＩＮ）からの信号を解析し、 

ディップスイッチ番号毎且つ制御出力毎に設定された条件に合致したときに、当該制御出力のＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

また、制御入出力の状態を監視し、変化を検知したときに、メモリーの内容を信号に変換して発信を行います。 

解析可能な信号や発信可能な信号には、トーン信号、ＤＴＭＦ信号とＦＳＫ信号があります。 

ディップスイッチ毎に異なる条件で動作させることができます。 

先ず、「ＡＴ！Ｗ」または「＃６０」コマンドで、参照登録を行なうディップスイッチ番号の変更を行います。 

例えば、ディップスイッチの№３のみＯＮの場合、「ＡＴ！Ｗ＝４」または、「＃６０４＊」を入力します。 

 

 表１１－１ ディップスイッチ番号とディップスイッチのＯＮ／ＯＦＦ状態の関係 

ディップスイッチ番号 №１ №２ №３ №４ ディップスイッチ番号 №１ №２ №３ №４ 

０ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ８ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ９ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ １０ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

３ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ １１ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ １２ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

５ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ １３ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

６ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ １４ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

７ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ １５ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

 

 続いて、「ＡＴ！ＶＦ」または「＃６１」コマンドで、制御入出力（ＣＮ４）用途の変更を行います。 

例えば、８制御出力の場合、「ＡＴ！ＶＦ＝３」または、「＃６１３＊」を入力します。 

 

 表１１－２ 制御入出力用途番号と制御入出力（ＣＮ４）用途の関係 

制御入出力用途番号 制御入出力（ＣＮ４）用途 

０ ８制御入力 

１ №２～５は制御出力・№６～９は制御入力 

２ №２～５は制御入力・№６～９は制御出力 

３ ８制御出力 

４ マトリックス入力 

８ ＦＳＫモデム入出力 

１６ シリアルインターフェース入出力 
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 続いて、「ＡＴ！ＶＣ」または「＃６９」コマンドで、制御番号の取り扱い方法を選択します。 

 これは、制御番号と制御出力の対応付けを行なうもので、 

制御入出力（ＣＮ４）用途がＦＳＫモデム入出力やシリアルインターフェース入出力では無効になります。 

また、制御入出力には対応していない制御番号も、ユニット内部のレジスタに対応してあり、「ＡＴＩ１０」コマンドで確認できます。 

例えば、８ビット・４バンクの場合、「ＡＴ！ＶＣ＝１」または、「＃６９１＊」を入力します。 

この場合、ＣＮ４の№２をＯＮ／ＯＦＦする条件は、制御番号０、制御番号８、制御番号１６と制御番号２４に登録でき、 

どの条件に合致してもＯＮ／ＯＦＦを行ないますので、例えば、「１＊」、「０１＊」、「００１＊」や「０００１＊」でＯＮさせることができます。 

 

 表１１－３ 制御番号と制御入出力の対応 １６ビット・２バンク 

制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 

０ ＣＮ４の№２ ８  １６ ＣＮ４の№２ ２４  

１ ＣＮ４の№３ ９  １７ ＣＮ４の№３ ２５  

２ ＣＮ４の№４ １０  １８ ＣＮ４の№４ ２６  

３ ＣＮ４の№５ １１  １９ ＣＮ４の№５ ２７  

４ ＣＮ４の№６ １２  ２０ ＣＮ４の№６ ２８  

５ ＣＮ４の№７ １３  ２１ ＣＮ４の№７ ２９  

６ ＣＮ４の№８ １４  ２２ ＣＮ４の№８ ３０  

７ ＣＮ４の№９ １５  ２３ ＣＮ４の№９ ３１  

 

 表１１－４ 制御番号と制御入出力の対応 ８ビット・４バンク 

制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 

０ ＣＮ４の№２ ８ ＣＮ４の№２ １６ ＣＮ４の№２ ２４ ＣＮ４の№２ 

１ ＣＮ４の№３ ９ ＣＮ４の№３ １７ ＣＮ４の№３ ２５ ＣＮ４の№３ 

２ ＣＮ４の№４ １０ ＣＮ４の№４ １８ ＣＮ４の№４ ２６ ＣＮ４の№４ 

３ ＣＮ４の№５ １１ ＣＮ４の№５ １９ ＣＮ４の№５ ２７ ＣＮ４の№５ 

４ ＣＮ４の№６ １２ ＣＮ４の№６ ２０ ＣＮ４の№６ ２８ ＣＮ４の№６ 

５ ＣＮ４の№７ １３ ＣＮ４の№７ ２１ ＣＮ４の№７ ２９ ＣＮ４の№７ 

６ ＣＮ４の№８ １４ ＣＮ４の№８ ２２ ＣＮ４の№８ ３０ ＣＮ４の№８ 

７ ＣＮ４の№９ １５ ＣＮ４の№９ ２３ ＣＮ４の№９ ３１ ＣＮ４の№９ 

 

 表１１－５ 制御番号とマトリックス入力の対応 １６ビット・２バンク 

制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 制御番号 制御入出力 

０ ‘１’キー ８ ‘７’キー １６ ‘１’キー ２４ ‘７’キー 

１ ‘２’キー ９ ‘８’キー １７ ‘２’キー ２５ ‘８’キー 

２ ‘３’キー １０ ‘９’キー １８ ‘３’キー ２６ ‘９’キー 

３ ‘Ａ’キー １１ ‘Ｃ’キー １９ ‘Ａ’キー ２７ ‘Ｃ’キー 

４ ‘４’キー １２ ‘＊’キー ２０ ‘４’キー ２８ ‘＊’キー 

５ ‘５’キー １３ ‘０’キー ２１ ‘５’キー ２９ ‘０’キー 

６ ‘６’キー １４ ‘＃’キー ２２ ‘６’キー ３０ ‘＃’キー 

７ ‘Ｂ’キー １５ ‘Ｄ’キー ２３ ‘Ｂ’キー ３１ ‘Ｄ’キー 
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 続いて、「ＡＴ！ＳＦ」または「＃７１」コマンドで、制御設定の変更を行います。 

 使用する信号により、使用できる制御設定が異なります。 

例えば、制御番号０がメモリー照合ラッチの場合、「ＡＴ！ＳＦ０＝８」または、「＃７１００８＊」を入力します。 

 

 表１１－６ 制御設定番号と制御設定動作の関係及び、対応可能な信号種別（×は対応不可） 

制御設定番号 制御設定動作 トーン信号 ＤＴＭＦ信号 ＦＳＫ信号 

０ 無制御 ○ ○ ○ 

１ バイナリＤ１ × ○ × 

２ バイナリＤ２ × ○ × 

３ バイナリＤ３ × ○ × 

４ バイナリＤ４ × ○ × 

５ バイナリＤＶ × ○ × 

６ ワンプッシュ／マトリックス入力単純エンコーダー × ○ × 

７ ワンプッシュラッチ × ○ × 

８ メモリー照合ラッチ × ○ ○ 

９ メモリー照合遅延ラッチ／メモリー照合ワンショット × ○ ○ 

１０ アンサーバック × ○ ○ 

１４ トーン検知 ○ × × 

１５ メモリー照合トーン組み合わせラッチ ○ × × 

 

 ◆無制御 

 不必要な制御番号を、無制御にし、誤動作を防止して下さい。 

 

◆バイナリＤ１～Ｄ４動作 

 受信したＤＴＭＦ信号をバイナリ（下表参照）で出力します。 

 ＤＴＭＦ信号を受信しなくなっても、最後のＯＮ／ＯＦＦ状態を保持します。 

 

  表１１－７ ＤＴＭＦ信号と解析値及び、バイナリＤ１～Ｄ４の関係 

ＤＴＭＦ信号 解析値 Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ ＤＴＭＦ信号 解析値 Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ 

‘Ｄ’ ０ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘８’ ８ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

‘１’ １ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘９’ ９ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

‘２’ ２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘０’ １０ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

‘３’ ３ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ‘＊’ １１ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

‘４’ ４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ‘＃’ １２ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

‘５’ ５ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ‘Ａ’ １３ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

‘６’ ６ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ‘Ｂ’ １４ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

‘７’ ７ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ‘Ｃ’ １５ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

 

図１１－１ バイナリＤ１～Ｄ４動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー信号入力

（ＣＮ６－ＡＩＮ）

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）

制御出力

（ＣＮ４）

ＯＦＦ

バイナリＤ（１～４の何れか） ＯＮ
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◆バイナリＤＶ動作 

 ＤＴＭＦ信号を受信している間ＯＮになります。 

  バイナリＤ１～Ｄ４の変化から、バイナリＤＶがＯＮするまでは、約９ｍｓの遅延を入れています。 

 

図１１－２ バイナリＤＶ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー信号入力

（ＣＮ６－ＡＩＮ）

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）

制御出力

（ＣＮ４）

ＯＦＦ

ＤＴＭＦ信号検知中 ＯＮ遅延タイマ
約９ｍｓ

 

 

◆ワンプッシュ動作 

 特定のＤＴＭＦ信号を受信している間ＯＮになります。 

 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、ＯＮするＤＴＭＦ信号の解析値を指定します。 

例えば、制御番号０がＤＴＭＦ信号‘１’の場合、「ＡＴ！ＳＢ０＝１」または、「＃７６００１＊」を入力します。 

 

図１１－３ ワンプッシュ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー信号入力

（ＣＮ６－ＡＩＮ）

ＯＮ条件比較
（ＡＴ！ＳＢ／ #76）

一致

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）

制御出力

（ＣＮ４）

ＯＮ

ＯＦＦＤＴＭＦ信号非検知

ＤＴＭＦ信号検知

 

 

◆マトリックス入力単純エンコーダー動作 

 マトリックス入力選択時、キーが押されている間、対応するＤＴＭＦ信号を発信します。 

 

図１１－４ マトリックス入力単純エンコーダー動作と設定関係 

信号出力中出力

（ＣＮ６－ＰＴＴ）

スキャナー
スキャン入出力

（ＣＮ４ №６～９）

スキャン入力

（ＣＮ４ №２～５）マトリックス
エンコーダー

変化応答タイマ
（ＡＴ！Ｉ／ #46）

ＤＴＭＦ
エンコーダー

信号出力

（ＣＮ６－ＡＯＵＴ）

ＤＴＭＦコード
（ＡＴ！ＳＢ／ #76）

発生音量調節
（ＡＴ＃ＳＰＫ／ #8）
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◆ワンプッシュラッチ動作 

 特定のＤＴＭＦ信号を受信するとＯＮになり、保持し、それ以外のＤＴＭＦ信号を受信するとＯＦＦになります。 

 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、ＯＮを保持するＤＴＭＦ信号の解析値を指定します。 

例えば、制御番号０がＤＴＭＦ信号‘＊’の場合、「ＡＴ！ＳＢ０＝１１」または、「＃７６００１１＊」を入力します。 

 

図１１－５ ワンプッシュラッチ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー信号入力

（ＣＮ６－ＡＩＮ）

ＯＮ条件比較
（ＡＴ！ＳＢ／ #76）

一致

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）

制御出力

（ＣＮ４）

ＯＮ

ＯＦＦ不一致

 

 

◆メモリー照合ラッチ動作 

 受信したＤＴＭＦ信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、ＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

 ＯＮ条件と、ＯＦＦ条件が同じ場合、ＯＮであればＯＦＦに、ＯＦＦであればＯＮになります。 

 「ＡＴ！Ｘ」または「＃７７」コマンドで、ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 

「ＡＴ！Ｙ」または「＃７８」コマンドで、ＯＦＦさせるメモリー番号を指定します。 

例えば、制御番号０がメモリー番号１の値でＯＮ、メモリー番号２の値でＯＦＦさせる場合、 

「ＡＴ！Ｘ０＝１」または、「＃７７００１＊」と、「ＡＴ！Ｙ０＝２」または、「＃７８００２＊」を入力します。 

 

図１１－６ メモリー照合ラッチ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー
／ＦＳＫ復調

信号入力

（ＣＮ６－ＡＩＮ）

ＯＮ条件比較
（ＡＴ！Ｘ／ #77）

一致

極性変更
（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）

ＯＦＦ条件比較
（ＡＴ！Ｙ／ #78）

一致

制御出力

（ＣＮ４）

メモリー
（ＡＴ＆Ｚ／gg）

メモリー
（ＡＴ＆Ｚ／gg）

ＯＮ／ＯＦＦ状態

ＯＮ

ＯＦＦ
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◆メモリー照合遅延ラッチ動作 

 受信したＤＴＭＦ信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、遅延してＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

 ＯＮ条件と、ＯＦＦ条件が同じ場合、ＯＮであればＯＦＦに、ＯＦＦであればＯＮになります。 

 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、ＯＮする前の遅延時間（制御時間メモリー）番号を指定します。 

 「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、ＯＦＦする前の遅延時間（制御時間メモリー）番号を指定します。 

 「ＡＴ！Ｘ」または「＃７７」コマンドで、ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 

「ＡＴ！Ｙ」または「＃７８」コマンドで、ＯＦＦさせるメモリー番号を指定します。 

例えば、制御番号０がメモリー番号１の値でＯＮ、メモリー番号１７の値でＯＦＦさせる場合、 

「ＡＴ！Ｘ０＝１」または、「＃７７００１＊」と、「ＡＴ！Ｙ０＝１７」または、「＃７８００１７＊」を入力します。 

 

図１１－７ メモリー照合遅延ラッチ動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー
／ＦＳＫ復調

信号入力

（ＣＮ６－ＡＩＮ）

ＯＮ条件比較
（ＡＴ！Ｘ／ #77）

一致

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）

ＯＦＦ条件比較
（ＡＴ！Ｙ／ #78）

一致

制御出力

（ＣＮ４）

メモリー
（ＡＴ＆Ｚ／ gg）

メモリー
（ＡＴ＆Ｚ／gg）

遅延タイマ
（ＡＴ！ＳＢ／ #76）

遅延タイマ
（ＡＴ！ＳＡ／ #75）

ＯＮ

ＯＦＦ

 

 

◆メモリー照合ワンショット動作 

 受信したＤＴＭＦ信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、指定時間ＯＮを行ないます。 

 「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、ＯＮする時間（制御時間メモリー）番号を指定します。 

 「ＡＴ！Ｚ」または「＃７９」コマンドで、指定時間ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 

例えば、制御番号０がメモリー番号１の値でＯＮ、メモリー番号１７の値でＯＦＦさせる場合、 

「ＡＴ！Ｚ０＝１」または、「＃７９００１＊」を入力します。 

 

図１１－８ メモリー照合ワンショット動作と設定関係 

ＤＴＭＦデコーダー
／ＦＳＫ復調

信号入力

（ＣＮ６－ＡＩＮ）

ＯＮ条件比較
（ＡＴ！Ｚ／ #79）

一致

ＯＮ／ＯＦＦ状態
極性変更

（ＡＴ！Ｐ１ ／ #45）

制御出力
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◆アンサーバック動作 

 受信したＤＴＭＦ信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、エンコーダー動作を行ないます。 

 また、制御入出力の変化を検知したときに、エンコーダー動作を行なうようにできます。 

 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）監視時間（時間メモリー）番号を指定します。 

 「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、ＰＴＴ（信号出力中出力）ＯＮ後、 

トーンやＤＴＭＦ信号を発生するまでの待ち時間（時間メモリー）番号を指定します。 

 「ＡＴ！Ｘ」または「＃７７」コマンドで、ＯＮのときにアンサーバックするメモリー番号を指定します。 

「ＡＴ！Ｙ」または「＃７８」コマンドで、ＯＦＦのときにアンサーバックするメモリー番号を指定します。 

 「ＡＴ！Ｚ」または「＃７９」コマンドで、エンコーダー動作を起動するために照合するメモリー番号を指定します。 

例えば、制御番号０がメモリー番号１の値でＯＮ、メモリー番号１７の値でＯＦＦをアンサーバックさせ、 

メモリー番号４９の値でエンコーダー動作を起動させる場合、「ＡＴ！ＳＢ０＝0」または、「＃７６０００＊」、 

「ＡＴ！ＳＡ０＝１」または、「＃７５００１＊」、「ＡＴ！Ｘ０＝１」または、「＃７７００１＊」、 

「ＡＴ！Ｙ０＝１７」または、「＃７８００１７＊」と、「ＡＴ！Ｚ０＝４９」または、「＃７９００４９＊」を入力します。 

 

図１１－９ アンサーバック動作と設定関係 
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図１１－１０ 制御入出力用途が制御入力の設定関係  図１１－１１ 制御入出力用途がマトリックス入力の設定関係 
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◆トーン検知動作 

 特定のトーン信号を受信している間ＯＮになります。 

 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、トーン信号の検知時間（時間メモリー）番号を指定します。 

 「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、トーン信号の周波数（周波数メモリー）番号を指定します。 

 ※トーン検知は、２周波数までに制限していますので、それ以上設定しても、制御番号の小さい２周波数のみが検知対象になります。 

 

図１１－１２ トーン検知動作と設定関係 
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◆メモリー照合トーン組み合わせラッチ動作 

 受信したトーン信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、ＯＮ／ＯＦＦを行ないます。 

 ＯＮ条件と、ＯＦＦ条件が同じ場合、ＯＮであればＯＦＦに、ＯＦＦであればＯＮになります。 

 制御番号の小さい周波数を検知すると、解析値は１０（‘０’）に、続く制御番号の周波数を検知すると、解析値は１（‘１’）になり、 

 同時に、２周波数を検知すると、解析値は１１（‘＊’）になります。 

 「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、トーン信号の検知時間（時間メモリー）番号を指定します。 

 「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、トーン信号の周波数（周波数メモリー）番号を指定します。 

 「ＡＴ！Ｘ」または「＃７７」コマンドで、ＯＮさせるメモリー番号を指定します。 

「ＡＴ！Ｙ」または「＃７８」コマンドで、ＯＦＦさせるメモリー番号を指定します。 

例えば、制御番号０がメモリー番号１の値でＯＮ、メモリー番号２の値でＯＦＦさせる場合、 

「ＡＴ！Ｘ０＝１」または、「＃７７００１＊」と、「ＡＴ！Ｙ０＝２」または、「＃７８００２＊」を入力します。 

 ※トーン検知は、２周波数までに制限していますので、それ以上設定しても、制御番号の小さい２周波数のみが検知対象になります。 

 

図１１－１３ メモリー照合トーン組み合わせラッチ動作と設定関係 
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 続いて、「ＡＴ！ＳＥ」または「＃７２」コマンドで、制御設定を反映するイベントの変更を行います。 

 信号解析を行なう制御設定番号０～１０は、「受信した信号により制御設定を反映」をしないと、有効になりません。 

 制御入出力変化の検知を行なう制御設定番号６や１０は、「御入出力の変化により制御設定を反映」をしないと、有効になりません。 

 制御設定番号６と１０のみ、「制御入出力の変化により制御設定を反映」を使用することができます。 

 制御設定番号１０のみ、「受信した信号と制御入出力の変化により制御設定を反映」を使用することができます。 

 制御設定番号１４と１５は、制御設定を反映するイベントによる影響を受けません。 

例えば、制御番号０が受信した信号により制御設定を反映する場合、「ＡＴ！ＳＥ０＝１」または、「＃７２００１＊」を入力します。 
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 表１１－８ 制御設定を反映するイベント番号と制御設定を反映するイベントの関係 

制御設定を反映するイベント番号 制御設定を反映するイベント 

０ 制御設定無効 

１ 受信した信号により制御設定を反映 

２ 制御入出力の変化により制御設定を反映 

３ 受信した信号と制御入出力の変化により制御設定を反映 

 

 表１１－９ 制御設定番号と制御設定動作の関係及び、対応可能なイベント（×は対応不可、－は無関係） 

制御設定番号 制御設定動作 イベント番号１ イベント番号２ イベント番号３ 

０ 無制御 ○ × × 

１ バイナリＤ１ ○ × × 

２ バイナリＤ２ ○ × × 

３ バイナリＤ３ ○ × × 

４ バイナリＤ４ ○ × × 

５ バイナリＤＶ ○ × × 

６ ワンプッシュ／マトリックス入力単純エンコーダー ○ ○ × 

７ ワンプッシュラッチ ○ × × 

８ メモリー照合ラッチ ○ × × 

９ メモリー照合遅延ラッチ／メモリー照合ワンショット ○ × × 

１０ アンサーバック ○ ○ ○ 

１４ トーン検知 － － － 

１５ メモリー照合トーン組み合わせラッチ － － － 
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■１２ ＦＳＫデータ通信について 

 デフォルトは、通信速度１２００ｂｐｓ、調歩同期、データビット７、パリティ偶数、ストップビット１、 

 マーク周波数１３００Ｈｚ、スペース周波数２１００Ｈｚになっています。 

 通信速度は、「ＡＴＳ３９」または「＃００３９」コマンドで、送信と受信を別々に変更できます。 

 通信パラメータは、「ＡＴＳ３８」または「＃００３８」コマンドで変更できます。 

 受信に使用するスペース周波数は、「ＡＴ！Ｆ１２」または「＃４２１２」コマンドで変更できます。 

 受信に使用するマーク周波数は、「ＡＴ！Ｆ１３」または「＃４２１３」コマンドで変更できます。 

 送信に使用するスペース周波数は、「ＡＴ！Ｆ１４」または「＃４２１４」コマンドで変更できます。 

 送信に使用するマーク周波数は、「ＡＴ！Ｆ１５」または「＃４２１５」コマンドで変更できます。 

 送信に使用するスペース周波数の出力レベルは、「ＡＴ！Ｌ１４」または「＃４３１４」コマンドで変更できます。 

 送信に使用するマーク周波数の出力レベルは、「ＡＴ！Ｌ１５」または「＃４３１５」コマンドで変更できます。 

 

 ◆受信帯域の制約について 

本ユニットは、２００ｂｐｓ、６００ｂｐｓと１２００ｂｐｓで、受信（復調）で使用するバンドパスフィルタを設計しています。 

通信に使用するキャリア周波数（送受信周波数）が通過帯域幅を超えると、阻止され、受信できなくなります。 

例えば、転送速度２００ｂｐｓで、マーク周波数が１３００Ｈｚ、スペース周波数が２１００Ｈｚに設定すると、 

中心周波数（１７００Ｈｚ）±４００Ｈｚになり、通過帯域幅を外れてしまいます。 

 

 表１２－１ 受信（復調）で使用するバンドパスフィルタの特性 

転送速度 通過帯域幅（±３ｄＢ以下） 阻止帯域幅（－６０ｄＢ以下） 

７５ｂｐｓ 中心周波数±２００Ｈｚ以下 中心周波数±３００Ｈｚ以上 

１５０ｂｐｓ       〃       〃 

２００ｂｐｓ       〃       〃 

３００ｂｐｓ 中心周波数±５００Ｈｚ以下 中心周波数±６００Ｈｚ以上 

６００ｂｐｓ       〃       〃 

１２００ｂｐｓ 中心周波数±１０００Ｈｚ以下 中心周波数±１２００Ｈｚ以上 

 

◆受信におけるキャリア検出方法 

  通過帯域の信号のＳＮ比（信号対雑音比）が設定値以上あり、且つ、通過帯域の信号のレベルが設定値以上あるときにキャリア検出状態になります。 

  キャリア検出状態が「ＡＴＳ９」コマンドで設定したキャリア検出応答時間（デフォルト：０秒）継続すると、 

キャリア検出（リザルトコード：ＣＯＮＮＥＣＴ）になります。 

  また、キャリア未検出状態が「ＡＴＳ１０」コマンドで設定したキャリア紛失による不接続時間（デフォルト：０秒）継続すると、 

キャリア未検出（リザルトコード：ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ）になります。 

  通信設備によっては、適切な値に変更しないと、雑音でキャリア検出になります。 

 

  ・受信に使用するキャリア検出ＳＮ比は、「ＡＴ！Ｌ１２」または「＃４３１２」コマンドで変更できます。 

   個別発生音量メモリーですが、キャリア検出ＳＮ比として扱い、０：常に検出、１：１ｄＢ、２：２ｄＢ、・・・、１５：１５ｄＢになります。 

   ＳＮ比が設定値より小さいと、キャリア未検出状態になり、デフォルトは、９：９ｄＢになっています。 

   ０に設定すると、測定したＳＮ比に関係なく、ＳＮ比が０ｄＢ以上あるとみなします。 

  ・受信に使用するキャリア検出レベルは、「ＡＴ！Ｌ１３」または「＃４３１３」コマンドで変更できます。 

   個別発生音量メモリーですが、キャリア検出レベルとして扱い、０：－３６ｄＢ、１：－３７ｄＢ、・・・、１５：－５１ｄＢになります。 

   レベルが設定値より小さいと、キャリア未検出になり、デフォルトは、９：－４５ｄＢになっています。 
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 ◆ＦＳＫデータ通信を行なうにあたり、以下の３通りの方法を用意しています。 

 

 １）ＦＳＫモデムモード 

   制御入出力（ＣＮ４）用途をＦＳＫモデム入出力にし、通信パラメータに無関係に、直接、変調と復調を行ないます。 

   ＣＴＳ（送信許可出力）とＲＴＳ（送信要求入力）は、使用していません。 

   ＣＴＳ（送信許可出力）は、ＧＮＤ（０Ｖ）レベルになります。 

   ・送信（変調）動作 

    ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）がＧＮＤ（０Ｖ）レベルの間、送信を行います。 

    ＤＳＲ（送信データあり出力）は、ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）と逆の状態を出力します。 

    ＢＵＳＹ（信号出力遅延入力）がオープンのとき、ＤＳＲ（送信データあり出力）はＧＮＤ（０Ｖ）レベルになります。 

送信の通信速度に無関係に、ＴｘＤ（送信データ入力）の状態を、２８１２５ｓｐｓでサンプリングし、変調を行ないます。 

通信パラメータで同期を設定すると、ＲＩ（被呼検出出力）に、送信の通信速度設定に応じたクロックを出力します。 

   ・受信（復調）動作 

    常時、受信を行います。 

    キャリア検出中に、ＤＣＤ（キャリア検出出力）を、ＧＮＤ（０Ｖ）レベルにすることができます。 

７２００ｓｐｓでサンプリングし、復調を行ない、ＲｘＤ（受信データ出力）を更新します。 

通信パラメータで同期を設定し、且つ、ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）がオープンの間、 

ＲＩ（被呼検出出力）に、受信の通信速度設定に応じた同期クロックを出力します。 

同期が確立している間、同期クロックの立ち上がり付近が、有効なデータになります。 

 

 ２）ＦＳＫデータ通信切り替えモード 

   制御入出力（ＣＮ４）用途をシリアルインターフェース入出力にし、「ＡＴ＃ＣＬＳ＝０」コマンドを入力します。 

   ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御が可能です。 

   ・送信（変調）動作 

   「ＡＴＡ」または「ＡＴＨ１」コマンドを入力すると、送信状態になり、データモードに移行します。 

    未送信データが残っている間、ＤＳＲ（送信データあり出力）をＧＮＤ（０Ｖ）レベルにすることができます。 

   エスケープ・コードを３回入力するか、ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）をＧＮＤ（０Ｖ）レベルからオープンにすると、 

   送信を中止（未送信データが残っている場合は破棄）し、コマンドモードに戻ることができます。 

   送信状態を維持したままでコマンドモードに戻ることはできません。 

   ・受信（復調）動作 

   受信は、コマンドモードでも行い、キャリア検出で「ＣＯＮＮＥＣＴ」を返し、キャリア喪失で「ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ」を返します。 

   「ＣＯＮＮＥＣＴ」から「ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ」の間が、復調データになります。 

   「ＣＯＮＮＥＣＴ」中でも、「ＡＴＡ」または「ＡＴＨ１」コマンドを入力しないと、データモードに移行することはありません。 

 

 ３）ＦＳＫデータ通信専用モード 

   制御入出力（ＣＮ４）用途をシリアルインターフェース入出力にし、「ＡＴ＃ＣＬＳ＝１」コマンドを入力します。 

   ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御が可能です。 

   ・送信（変調）動作 

    ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）がＧＮＤ（０Ｖ）レベルの間、送信を行います。 

    未送信データが残っている間、ＤＳＲ（送信データあり出力）をＧＮＤ（０Ｖ）レベルにすることができます。 

   ＤＴＲ（データ端末準備完了入力）がオープンの間、送信データは破棄されます。 

   送信状態で、エスケープ・コードを３回入力すると、送信を中止し、コマンドモードに戻ることができます。 

   ・受信（復調）動作 

    常時、受信を行います。 

   エスケープ・コードで、コマンドモードに戻らないかぎり、リザルトコードは返しません。 
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◆ＦＳＫモデムモード、６００ｂｐｓ、同期通信を、ディップスイッチ番号４で使用するための手順 

１）ディップスイッチを、設定変更が可能な位置に切り替えます。 

２）「ＡＴ！Ｗ＝４」または、「＃６０４＊」を入力し、以降、ディップスイッチ番号４の設定を行ないます。 

３）「ＡＴ！ＶＦ＝８」または、「＃６１８＊」を入力し、制御入出力（ＣＮ４）用途をＦＳＫモデム入出力にします。 

４）「ＡＴＳ３８＝１６」または、「＃００３８１６＊」を入力し、通信パラメータを同期にします。 

５）「ＡＴＳ３９＝６８」または、「＃００３９６８＊」を入力し、送受信通信速度を６００ｂｐｓにします。 

６）「ＡＴ！Ｆ１２＝１０００」または、「＃４２１２１０００＊」を入力し、受信に使用するスペース周波数を、１０００Ｈｚにします。 

７）「ＡＴ！Ｆ１３＝１４００」または、「＃４２１３１４００＊」を入力し、受信に使用するマーク周波数を、１４００Ｈｚにします。 

８）「ＡＴ！Ｆ１４＝１０００」または、「＃４２１４１０００＊」を入力し、送信に使用するスペース周波数を、１０００Ｈｚにします。 

９）「ＡＴ！Ｆ１５＝１４００」または、「＃４２１５１４００＊」を入力し、送信に使用するマーク周波数を、１４００Ｈｚにします。 

１０）「ＡＴ＆Ｗ」または、「＃９１＊」を入力し、設定の登録を行ないます。 

  ※（４）～（９）の設定は、ディップスイッチ番号に依存しない、共通の設定ですので、 

ディップスイッチを切り替えて、通信速度を変えるような設定はできません。 
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■１３ トーン検知について 

 特定のトーン信号を受信している間ＯＮになるトーン検知動作と、 

トーン信号の組み合わせを、予めメモリーした値と照合し、合致した場合、ＯＮ／ＯＦＦを行う、メモリー照合トーン組み合わせラッチ動作があります。 

何れの動作も、指定した周波数の±１０Ｈｚ以内（通過帯域）の周波数成分が、指定したレベル以上あると、トーン検知状態になります。 

トーン検知状態が変化応答時間継続すると、トーン検知になります。 

「ＡＴ！Ｅ」または「＃４１」コマンドで、検知を行うトーン信号の変化応答時間を指定します。 

「ＡＴ！Ｆ」または「＃４２」コマンドで、検知を行うトーン信号の周波数を指定します。 

 「ＡＴ！Ｌ」または「＃４３」コマンドで、検知を行うトーン信号のレベルを指定します。 

 個別発生音量メモリーですが、トーン検知レベルとして扱い、０：－３６ｄＢ、１：－３７ｄＢ、・・・、１５：－５１ｄＢになります。 

「ＡＴ！ＳＢ」または「＃７６」コマンドで、トーン信号の変化応答時間（時間メモリー）番号を指定します。 

「ＡＴ！ＳＡ」または「＃７５」コマンドで、トーン信号の周波数（周波数メモリー）番号を指定します。 

 ※周波数メモリー番号と同じ番号の個別発生音量メモリーを使用するようになっています。 

 トーン信号の変化応答時間を小さくし、トーン検知レベルを小さく（設定値は大きく）すると、雑音でトーン検知になる確率が上がります。 

 

 表１３－１ トーン検知で使用するバンドパスフィルタの特性 

通過帯域幅（±３ｄＢ以下） 阻止帯域幅（－６０ｄＢ以下） 

中心周波数±１０Ｈｚ以下 中心周波数±８５Ｈｚ以上 

 

◆１ＫＨｚのトーン信号を０．２秒以上検知すると、検知している間、制御出力６をＯＮする動作を、ディップスイッチ番号１で使用するための手順 

１）ディップスイッチを、設定変更が可能な位置に切り替えます。 

２）「ＡＴ！Ｗ＝１」または、「＃６０１＊」を入力し、以降、ディップスイッチ番号１の設定を行ないます。 

３）「ＡＴ！ＶＦ＝３」または、「＃６１３＊」を入力し、制御入出力（ＣＮ４）用途を８制御出力にします。 

４）「ＡＴ！ＳＦ５＝１４」または「＃７１０５１４＊」を入力し、制御番号５（ＣＮ４の№７）の制御設定動作をトーン検知にします。 

５）「ＡＴ！ＳＢ５＝１０」または、「＃７６０５１０＊」を入力し、制御番号５の変化応答時間（時間メモリー）番号を１０にします。 

６）「ＡＴ！ＳＡ５＝１０」または、「＃７５０５１０＊」を入力し、制御番号５の周波数（周波数メモリー）番号を１０にします。 

７）「ＡＴ！Ｅ１０＝２０」または、「＃４１１０２０＊」を入力し、変化応答時間（時間メモリー）番号１０を、０．２秒にします。 

８）「ＡＴ！Ｆ１０＝１０００」または、「＃４２１０１０００＊」を入力し、検知周波数（周波数メモリー）番号１０を、１０００Ｈｚにします。 

９）「ＡＴ！Ｌ１０＝９」または、「＃４３１０９＊」を入力し、トーン検知レベル（個別発生音量メモリー）番号１０を、－４５ｄＢ（９）にします。 

１０）「ＡＴ＆Ｗ」または、「＃９１＊」を入力し、設定の登録を行ないます。 

  ※（７）～（９）の設定は、ディップスイッチ番号に依存しない、共通の設定です。 

   メモリー番号１０を使用していますが、他の設定で使用していない０～１１の何れかを使用できます。 

   ただし、（５）の番号と（７）の番号、（６）の番号と（８）・（９）の番号は、同じにする必要があります。 
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■１４ トーン信号の発生について 

 トーン信号の発生は、ＡＴコマンド入力とアンサーバック動作で行なうことができます。 

 

 ◆ＡＴコマンド入力でトーン信号を発生する場合 

 制御入出力（ＣＮ４）用途がシリアルインターフェース入出力のときは、ＡＴコマンド入力でトーン信号を発生できます。 

 １）「ＡＴ＃ＶＴＳ」コマンドのパラメータで、トーン信号を発生できます。 

 ２）「ＡＴＤＰ」コマンドのパラメータにトーンデータを指定して、トーン信号を発生できます。 

３）予め、「ＡＴ＆Ｚ」コマンドで、トーン／ＤＴＭＦメモリーに、トーンデータの登録を行い、 

   「ＡＴＰ」コマンド入力後、「ＡＴＤＳ」コマンドのパラメータに登録を行ったメモリー番号を指定して、トーン信号を発生できます。 

  ※「ＡＴ＃ＶＴＳ」コマンドで、トーン信号を発生し、「ＡＴ＆ＺＮ？」コマンドを入力すると、（２）・（３）で使用するトーンデータを確認できます。 

 

 ◆アンサーバック動作でトーン信号を発生する場合 

  アンサーバック動作の設定（動作についての項を参照）を行い、そのときに、「ＡＴ！ＳＳ」または「＃７３」コマンドで、 

  メモリー内容をトーンデータとして扱うように変更すると、トーン／ＤＴＭＦメモリーに登録を行ったトーンデータをアンサーバックできます。 

  予め、「ＡＴ＆Ｚ」または「ｇｇ」コマンドで、トーン／ＤＴＭＦメモリーに、トーンデータの登録を行います。 

 

 ◆トーンデータ書式 

  以下に示す書式を、最大２８桁まで組み合わせて、一度に発生することができます。 

  トーンデータ書式は、ＤＴＭＦキャラクタの組み合わせですので、 

メモリー内容をトーンデータとして扱うように変更していないと、対応するＤＴＭＦ信号が発生します。 

書式説明で、英小文字を使用しているメモリー番号については、表１４－１を参照し、メモリー番号を対応するトーンデータで入力します。 

また、ダイレクト書式での英小文字は‘ａ’と ‘ｏ’を除き、０’、‘１’～‘９’の範囲で英小文字の数分入力します。 

例えば、書式で‘ｆｆｆｆ’とある場合、指定値が１５０であれば、‘０１５０’になります。 

‘ａ’ と ‘ｏ’は、表１４－１を参照し、発生音量を対応するトーンデータで入力します。 

  ・ミュート書式 

   指定時間無音になります。 

   ‘Ｄｔ’（ｔ：時間メモリー番号） 

  ・シングルトーン書式 

   指定時間、指定周波数を発生します。 

   ‘１ｔｆ’（ｔ：時間メモリー番号、ｆ：周波数メモリー番号） 

  ・デュアルトーン書式 

   指定時間、２つの指定周波数を合成して発生します。 

   ‘２ｔｆｆ’（ｔ：時間メモリー番号、ｆ：周波数メモリー番号） 

  ・シングルトーン繰り返し書式 

   指定周期（ｔ）で、指定時間（ｍ）、指定周波数を発生し、指定回数（ｒ）繰り返します。 

   指定回数（ｒ）は、‘１’～‘９’の範囲で指定します。 

   ‘３ｔｍｒｆ’（ｔ：時間メモリー番号、ｍ：時間メモリー番号、ｒ：繰り返し回数、ｆ：周波数メモリー番号） 

  ・シングルトーン交互繰り返し書式 

   指定周期（ｔ）と指定時間（ｍ）で、指定周波数を交互に発生し、指定回数（ｒ）繰り返します。 

   指定回数（ｒ）は、‘１’～‘９’の範囲で指定します。 

   ‘４ｔｍｒｆｆ’（ｔ：時間メモリー番号、ｍ：時間メモリー番号、ｒ：繰り返し回数、ｆ：周波数メモリー番号） 

   ※ファームウェアバージョン１．４９から使用できます。 

  ・ダイレクトシングルトーン繰り返し書式 

   メモリーを使用せず、直接、時間や周波数を指定して、発生を指定回数繰り返します。 

   ‘＃ｒｙｙｙｘｘｘ１ｆｆｆｆａ’  （ｒ：繰り返し回数、ｙ：周期［×１０ｍｓ］、ｘ：発生時間［×１０ｍｓ］、 

ｆ：発生周波数［Ｈｚ］、ａ：発生音量） 

  ・ダイレクトデュアルトーン繰り返し書式 

   メモリーを使用せず、直接、時間や合成する２つの周波数を指定して、発生を指定回数繰り返します。 

   ‘＃ｒｙｙｙｘｘｘ２ｆｆｆｆａｆｆｆｆａ’ （ｒ：繰り返し回数、ｙ：周期［×１０ｍｓ］、ｘ：発生時間［×１０ｍｓ］、 

ｆ：発生周波数［Ｈｚ］、ａ：発生音量） 
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  ・ダイレクトモジュレーショントーン繰り返し書式 

   メモリーを使用せず、直接、時間や振幅変調する２つの周波数を指定して、発生を指定回数繰り返します。 

   ２番目の‘ａ’と‘ｏ’は、表１４－２の組み合わせにする必要があります。 

   ‘＃ｒｙｙｙｘｘｘ３ｆｆｆｆａｆｆｆｆａｏ’ （ｒ：繰り返し回数、ｙ：周期［×１０ｍｓ］、ｘ：発生時間［×１０ｍｓ］、 

ｆ：発生周波数［Ｈｚ］、ａ：発生音量、ｏ：変調度） 

 

 ※ファームウェアバージョン１．４９から、繰り返し回数に‘Ｄ’を指定すると、繰り返し信号発生を行います。 

 

 

  表１４－１ トーンデータとメモリー番号及び発生音量の関係 

トーンデータ メモリー番号 発生音量 トーンデータ メモリー番号 発生音量 

‘Ｄ’ ０ ０ｄＢ ‘８’ ８ －８ｄＢ 

‘１’ １ －１ｄＢ ‘９’ ９ －９ｄＢ 

‘２’ ２ －２ｄＢ ‘０’ １０ －１０ｄＢ 

‘３’ ３ －３ｄＢ ‘＊’ １１ －１１ｄＢ 

‘４’ ４ －４ｄＢ ‘＃’ １２ －１２ｄＢ 

‘５’ ５ －５ｄＢ ‘Ａ’ １３ －１３ｄＢ 

‘６’ ６ －６ｄＢ ‘Ｂ’ １４ －１４ｄＢ 

‘７’ ７ －７ｄＢ ‘Ｃ’ １５ －１５ｄＢ 

 

  表１４－２ ‘ａ’ と ‘ｏ’の組み合わせ 

変 調 度 ‘ａ’ ‘ｏ’ 

８９％ ‘７’ ‘６’ 

８０％ ‘８’ ‘５’ 

７１％ ‘９’ ‘４’ 

５６％ ‘＊’ ‘３’ 

４０％ ‘Ｂ’ ‘２’ 

 

 例１４－１）ダイレクトシングルトーン繰り返し書式を用い、１秒周期で０．５秒間、１ＫＨｚのトーン発生を３回繰り返す場合 

  ‘＃３１０００５０１１０００Ｄ’ 

 例１４－２）ダイレクトモジュレーショントーン繰り返し書式を用い、３秒周期で１秒間、４００Ｈｚのトーン発生を、 

１６Ｈｚで８０％の振幅変調を行い８回繰り返す場合 

  ‘＃８３００１００３０４００Ｄ００１６８５’ 
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